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メ キ シ コ の 仮 面

芸能 による分類 の試み

黒 田 悦 子＊

Mexican Masks at the National Museum of Ethnology, Japan

 Etsuko KURODA

   This paper attempts to classify, according to genres of danzas, 
the collection of Mexican masks at the National Museum of 
Ethnology, which now includes part of the former Cordry 
Collection. The classification schema is as  follows: 1) animistic 
masks including devil,  caiman, and tiger masks; 2) masks related 
to pre-Hispanic gods; 3) those for the  Moros  y Cristianos; 4) masks 
for morality plays; 5) carnival masks; 6) masks for Holy Week 
celebrations; 7) those for All Saints' Day rituals; 8) death masks; 
9) payaso masks; 10) masks which function as musical instruments; 
11) masks for the danzas related to occupations; 12) unknown 
masks; and 13) decorative masks (mentioned in the concluding 

 remarks). Each of these indices are subdivided, and the major 
iconographic characteristics of the masks are commented on, 
emphasizing the visual imagination of folk society.
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１． は じ め に

　メキシコの仮面は種類が極めて多い。その理由の一端は歴史的に説明がつ くだろう。

先スペイン期に，既に仮面は作られており，死者の顔を覆うための仮面があったこと

は考古学資料から明 らかであるし，色々な儀礼に仮面が使われたことは，コディセと

よばれる古文書に載せ られた絵や土器に描かれた絵か ら明らかである。このように仮

面を作る習慣のあった社会にスペイン人が侵入 し，カ トリックの布教のための芸能や

宗教劇の上演に仮面を使ったので，仮面の製作意欲は大いに助長されたと推測される。

しか し，この頃，スペイン人が，どのような仮面を持ってきたかについては資料がな

いので，土着とスペインの伝統が，どのように接触 したかを，具体的には論 じえない。

　二文明の接触から時間が経ち，征服者による支配と彼等のもたらしたカ トリックが

メキシコに定着するのが，１６世紀から１９世紀初頭までの植民地時代で，この期に各地

域や各民族集団における民俗カ トリックの有 り様が決まり，それにつれ，芸能と仮面

の地域差が大体において形成された，と推測される。

　 これに続 く１９世紀は， 独立と改革の世紀で， 社会動乱が続き， 芸能にも変化が起

こった例が多いので，仮面にも何がしかの変化があっただろうとは思 うが，これにつ

いても資料がな く，概括 しに くい。それにしても， ３世紀に及ぶ植民地時代に定着 し

た民俗カ トリックの芸能を支えてきた仮面が１９世紀に少々変化をこうむりなが らも，

今世紀にまで伝達されたわけで，お蔭で，現在，私達は数々のメキシコの仮面を見る

ことができるのである。

　 メキシコの仮面の歴史を語ろうとしても，推測の域を越えない発言 しかできないが，

次の二つの事実は明 らかである。第一には，アニミズムを許容 した民俗カ トリックが

メキシコの仮面を保護し，豊かにしたことである。第二 には，色々な民族集団が存在

していたため，仮面のバ リエーションが極めて豊かになったということである。この

認識を得た後，実際に私達ができることといえば，現在の 「民俗社会」に見出される

仮面に接 し，一点一点を見分け，そこから得 られる知見を大切にすることであろう。

　現在のメキシコで仮面を持つ 「民俗社会」とは，仮面が収集されている地名から判

断して，私は次のような社会の種類を想定 している。 第一は，現在のインディヘナ

（インディオ）社会であり，植民地時代の芸能を濃厚に残 している社会である。この

範疇には色々な社会がある。 ミへ （族）のように植民地時代の文化を形どおりに受容

した社会 もあろうし，ッォッィル （族）のように，外来の文化を自分流に再解釈 しえ

た社会 もあろう。第二は，或る時点まではインディヘナ社会といえる社会であったが，
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社 会 ・経済 ・文 化 上 ，脱 イ ンデ ィヘ ナ化 した社 会 で あ り， 典 型 例 には ， ジ ョー ジ Ｍ．

フ ォス タ ー の調 査 した ツ ィ ンッ ン ツ ァンが挙 げ られ る。 ツ ィ ンツ ンッ ァ ンは 元 々は タ

ラス カ （族 ） の村 で あ った が ， フ ォス タ ーを して 「農 民 社 会 」 と よ ば しめた 局 面 の 多

い 社 会 で ，成 熟 した民 俗 カ トリ ックが 見 られ る。 第 三 は ， いわ ゆ る メス テ ィ ー ソ社 会

で あ り， 町 で あ れ， 都 市 で あ れ ， た とえ メ キ シ コ ・シテ ィ内で あ れ ， 民俗 文 化 を潜 在

的 に有 して い る社 会 で あ る。 上記 の三 社 会 は いず れ も仮 面 を 持 って い るが ，実 際 に私

が 目に した 仮 面 資 料 の ほ とん ど は第 一 と第 二 の社 会 か ら由来 して い る。

　 私 が実 際 に手 に取 って 見 た 仮 面 は国 立民 族 学 博 物 館 所 蔵 の ４０９点 で あ る。　 当館 の メ

キ シ コの 仮 面 資 料 は ドナル ド ・コー ド リー氏 の 著 名 な コ レク シ ョンの 部分 的購 入 に始

ま り， ニ ュ ー ヨー クの コ レ クタ ーか らの数 回 に渡 る購 入 で 増加 し，１９８５年 に は第 ４研

究 部 の八 杉 佳 穂 氏 によ る収 集 品 が加 わ り，現 有 の 点 数 は４０９点 に の ぼ って い る （１９８６年

１２月 末 調 べ）。

　 現 物 の 仮 面 に も資 料 が つ い て い るが ，一 つ 一 つ の 仮 面 の判 定 に 役 立 つ 文 献資 料 は意

外 と少 な く， 主 と して 図録 か らな る数 点 ［ＦＯ ＮＡＤＡＮ 　 １９７５； ＩＮｓＴＩＴｕＴＥ　ＤＥ　ＬＡ

ＡＲＴＥｓＡＮｉＡ　ＣＨＩＡＰＡＮＥＧＡ　 ｎ．ｄ．；ＪＡｃｏＢｓｏＮ　ａｎｄ　ＦＲＩＴｚ　 ｌ　９８５；Ｍ ｏＮＴＥＮＥＧＲｏ　ｎ．ｄ．；

ＯＧＡｚｏＮ　 Ｉ９８１； ＳＥｐ亡ＬｖＥＤＡ　ＨＥＲＲＥＲＡ　 １９８２；ＳｏｃＩＥＤＡＤ　ＤＥ　ＡＲＴＥ　Ｍ ｏＤＥＲＮｏ

１９４５］ と若 干 の論 文 ［ＥｓｓＥＲ　 １９７８，１９８３；ＧＩＬＬＭｏＲＥ　 Ｉ９８３；ＬｕＴＥｓ　 １９８３］ を越

えず ・ 仮 面 を全 面 的 に扱 った 単 行本 は ＣｏＲＤＲＹ ［１９８０］と Ｍ ｏｙａ　Ｒｕｂｉｏ ［１９７８］の 二

点 に過 ぎ な い。 しか し・Ｋｕｒａｔｈ ［１９６７］，　 Ｍ ａｒｔｉ［１９６１］，　Ｍ ｏｍ ｐｒａｄ６　ｙ　Ｇｕｔｉ６ｒｒｅｚ

［１９７６］，Ｓａｌｍ ｅｒ６ｎ　ｙ　Ｈｏｒｃａｓｉｔａｓ［１９７４］ に 載 せ られ た フ ィエ ス タの 場 で 使 わ れ て い

る仮 面 の写 真 図 ，説 明 が 私 の 理 解 を大 い に助 け て くれた 。

２．芸 能 に よ る分 類

　仮面は形，材質，色，被 り方，地域，等々，色々の指標 により分類が可能である。 しか し，

芸能による民俗仮面の分類は仮面の全体像を知るための第一歩である。何故なら，現

在の民俗社会で使われるほとんどの仮面はカ トリックのフィエスタをにぎわせる芸能

に使われているからである。それに，そもそも，メキシコの仮面への私の興味は ミへの

村 々で フィール ドワーク中にフィエスタの最中に現われた仮面に驚きを覚えたことか

ら始まったので，仮面を芸能の脈絡で理解 したいと私は前 々から思っていたのである。

　村で仮面が実際に使用される様子を見ていると，興味深いのは，踊 り手が仮面をつ

けて動 き始めるやいなや，仮面が生きた表情になることであった。この瞬間の驚きを
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仮面の分類 に生かすことが必要で，収蔵庫で死んだように並んでいる仮面に芸能 とい

う息吹きをふきかけて生かしてみよう。一つ一つの仮面がどの芸能にどの配役で現わ

れるのかを考えると，仮面が脈絡と役割を得て，動 きはじめるのである。

　自ら仮面を収集 し，概括を試みたのは Ｃｏｒｄｒｙ［１９８０］と Ｍｏｙａ　Ｒｕｂｉｏ［１９７８］’の

二氏であるが，二人の内 Ｍｏｙａ　Ｒｕｂｉｏだけが仮面を芸能に引きつけて考察している。

彼はダンス用と祝祭用に二大別 しているが，芸能のジャンルを頭に入れて考えてみる

と，この区別は有効とは思えない。二者は現実には重複 しているからである。また，

彼の区別による仮面の配列 と説明も整理されておらず，読者に混乱を招 く。そこで，

芸能を指標 として，より系統的に，簡便に仮面を見分ける案内になるように，分類の

一つの試みを以下に記 してみる。

　なお，本稿で使うダンスはスペイン語の ｄａｎｚａ の訳であり，民族誌の脈絡からい

うと，ダ ンスもあれば民俗劇 もある。一つ一つの記述に区別をもうけず，ダ ンスとだ

け記 したのは，各地での演 じ方について詳 しい資料がない限 り，厳密には区別 しにく

いか らである。

　白黒であるが写真がつけてあるので，写真を参照 しながら，本文を読んでほしい。

写真のキャプションには仮面の名称だけつけて，仮面という字は省略するのを原則と

した。例えば，牛悪魔と書いていれば，牛悪魔の仮面と考えてほしい。仮面の使用地

（製作地 しかわか らないものには製作地を記 した）を示す地名に町とか村とか書かな

かったのは，その区別は厳密に考えると不可能だか らである。民族名は必要な時，例

えば，地名不明の折にのみ記した。 ［　 ］内の数字は本館の標本資料番号である。資

料を楽 しむためには，一点一点につ き紹介が要るが，本稿のテーマと紙幅の関係上，

別の機会に譲る。

１） 生 き物や 自然の力に関わる仮面

　この種の仮面はカ トリック教以前のアニ ミスティックな世界観に支えられた土着性

の強い仮面で，メキシコ全般に広 く根ざ した感性を表現 したものといえよう。一見．

カトリックの芸能 と無縁に見えるが，実は祭 日に踊 られるものが多い。そして，（３）

の悪魔仮面などは分類の３）以降の芸能に賛助出演す る機会が多 く，仮面からみても，

アニ ミズムの世界はカ トリックのフィエスタに組み入れられているといえよう。本来

アニ ミスティックな世界は分類を拒否する性質のも⑳であろうが，１）の種類の仮面を
　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ＼．

敢 え て ６つ に分 け て み た。

（１）　 コ ー ラ，ウ ィ チ ョル ，ヤ キ，マ ヨ （族 ） の 仮 面
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〆、

写真 １　 鹿　ナヤ リー ト州　 コー ラ （族）

　 ［標本資料番号　 １３１８０６］

写 真 ２　 パ ス コー ラ　 ソノ ラ州 ヤキ

　　　　　　（族 ）　［１３２５７６］

　具 体 的 に は ， コー ラの 復 活 祭 用 の 動 物仮 面 （写 真 １）， ウ ィ チ ョル の収 穫 祭 用 の タ

テ ・ナ カ ウ ェー （Ｔａｔｅ　 Ｎａｋａｗ６） 仮 面 ， ヤ キや マ ヨの パ ス コ ー ラ ・ダ ンス 用 のパ ス

コー ラ仮 面 （写 真 ２） で あ る。 パ ス コー ラは森 の 動 物 か ら得 た 知 恵 を 持つ 道 化 で あ

り ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：５６；ＬｕＴＥｓ　 ｌ９８３］， 鹿 （仮 面 はな く， 踊 り手 は頭 上 に鹿 の頭

を つ け て い る） と一 緒 に踊 り， 道 化 る。 い ず れ も，狩 猟 民 的 シ ンボ リズ ム を濃 厚 に持

って い る社 会 の 仮 面 で ， 芸 能 とい う よ り は宗 教儀 礼 の た め に使 わ れ る と い っ た方 が 現

実 に近 い だ ろ う。

　 （２）　 動 物 ，虫 ， 魚 ， 等 の 仮 面

　 ゲ レ ロ州 の 仮 面 に は動 物 ， 虫 ， 魚 ， 等 の生 き物 を形 ど っ た も のが 多 く， ナ ワ 由来 の

シ ンボ リズ ムが この 地 方 に受 け継 が れ て い る とい う Ｃｏｒｄｒｙ の判 断 ［１９８０：Ｃｈａｐｔｅｒｓ

８，９］ に同 意す る こ とに な ろ う。 現 在 ， 当 館 に所 蔵 され て い る コー ド リー ・コ レク シ

ョ ンの 内， 仮 面 師 Ｊｏｓ６　Ｒｏｄｒｉｇｕｅｚ の作 品 に は， この 種 の シ ンボ リズ ム の過 剰 に して

ダ イ ナ ミ ック な表 現 が み られ る。 彼 は教 会 付 きの 彫刻 師 の子 孫 と推 定 さ れ， 道 具 や材

料 に恵 ま れ て い た プ ロの 彫 り師 の 技 術 を踏 襲 して お り ［ｃｏＲＤＲＹ　 １９８０：Ｆｉｇ．２０６］，

この 技術 を駆 使 して生 き物 の躍 動 す る世 界 を 表 現 した。

　 動 物 の ダ ンス に使 用 さ れた セ ッ トにな った 仮 面 （写 真 ３） は動 物 の主 に率 い られ

て 踊 った ら しい が， 現 存 す るダ ンスで はな い 。他 に，死 を 表 わ した彙 仮 面 は臭 の ダ ン

ス に使 わ れ た との こ とで あ るが ， トウ モ ロ コ シを 表 わ した仮 面 は使 用 さ れ たダ ンス名
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写 真 ３　 （左 か ら）犬 ， ロバ ， ラバ ，動 物 の主 （２）， 臭 ， 犬 ，兎

　 　 　 ゲ レ ロ州 【６８１５５－６８１６２］

が不 明 で あ る。 図 像 か らみて ， これ らの 二 点 と後 述 す る 悪魔 仮 面 の 類 似 は大 き いが ，

これ ら二 点 には 悪 魔仮 面 とい う表 記 は され て い な い 。

　 一 群 の生 き物 を 表 わす 仮 面 を つ けた 人 が 踊 る例 は 収 穫 を祝 う踊 りに もみ られ る。 こ

の ダ ンス に は さそ り， 蛙 ， キ リギ リス ， 土 ぐも， ア ル マ ジ ロ， 犬 ， バ ッタ， か に （写

真 ４）の 仮 面 が 出 場 して ，１０月 の 収 穫 の 終 わ った畑 で 踊 った と さ れ て い る。 こ の一 群

の仮 面 は１９００年 頃 Ｂａｈｅｎａ家族 の手 で 彫 られ た と さ れて い る ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇｓ・

２５２－２５６］。 一 つ 一 つ の 生 き物 の 中 央 に人 面 が つ け て あ る仮 面 で ， 写 実 性 が 強 い 。

　 動 物 や虫 類 の仮 面 が 群 れ にな って 踊 るダ ンス が他 に もあ るこ とは ニ ュ ー ヨー クの コ

レ クタ ー の持 ち こむ資 料 か らもわ か る （添付 資 料 が少 な いの で 購 入 して い な い）。 しか

し，上 記 の動 物 の ダ ンスや 収 穫 の ダ ンスの 仮 面 は今 は作 られ て お らず ， 一 般 的 傾 向 と

写真 ４　 かに　ゲ レロ州　 ［６８１４０］

して ， この 種 の セ ッ トに な った 仮 面 は

現 在 は少 な い ， と私 は判 断 して い る。

　 （３）　 悪 魔 仮 面

　 悪 魔 は カ ト リック が持 ち こん だ概 念

で あ り，恐 ろ しき存 在 と して教 会 人 が

人 々に教 え こ み ，そ の 魔 力 の故 に， （２）

の土 着 の動 物 や 生 き物 の 図 像 と習 合 し

た ， と一 般 に考 え られ て い る。 しか し，

ヨ ー ロ ッパ の悪 魔 を ス テ レオ タ イプ 化
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す るわ け に もい か な い 。教 会 の公 式 の教 え で は悪 魔 は恐 ろ し き悪 しき存 在 で あ った が ，

ヨー ロ ッパ で も民 俗 社 会 で は親 しみ易 い 悪 魔 が あ った よ うで あ る。 Ｊｅｆｆｒｅｙ　Ｂｕｒｔｏｎ

Ｒｕｓｓｅ１の 悪魔 論 ［１９８４］に よ る と， 悪 魔 とは キ リス トと善 な る もの 以 外 の す べ て を

包 含 す る ブ ラ ック ・ボ ックス で あ り， ヨ ー ロ ッパ の民 俗 社 会 の悪 魔 像 に は柔 軟 な バ リ

エ ー シ ョ ンが あ った 。 その よ うな わ けで ， 一 極 に ヨ ー ロ ッパ の悪 魔 ，他 極 に メ キ シコ

土着 の ア ニ ミス テ ィ ックな 象 徴 を 置 い て ，二 つ の 間 の 振 幅 内 に各 々の悪 魔 仮 面 を 配 列

す るの は むつ か しい。

　 そ こで ，必 ず しも シ ンク レテ ィズ ム に こだ わ らず ，芸 能 を主 軸 に して悪 魔 仮 面 を 分

類 して み よ う。 す る と， 悪 魔 仮 面 の 一 部 は 後 述 す る宣 教 の た め の 勧善 懲 悪劇 で あ る

写真 ５　 悪魔　 ミチ ョァカ ン州 ［１０８４０９］ 写 真 ７　 牛悪魔　 グァナファ ト州　セ ラォ

　 　 　 ［１０８４７４］

写真 ６　 牛悪魔　 グアナ フア ト州 ［１１７８２８］ 写真 ８　 悪魔　ゲ レロ州　 シ トララ製作

　　　　［１３１６９６］
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写真 ９　 悪魔 　ゲ レロ州　 トラバ　［６８１４７］　 写真 １０ 大悪魔 　ゲ レロ州　クァ ドリリータ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・デ ・サ ンタ ・アニタ 　［６８１６３］

「牧人のダンス」 と 「三つの魂の力のダ ンス」 に使われ，また特定の悪魔仮面は雨乞

いのダ ンスに使われるが，大多数は数 々の芸能に出場 して，道化役をつとめているこ

とがわかる。

　「牧人のダンス」用の悪魔仮面は人面に角のついたもの （写真 ５），その人面に生き

物の図像のつけてあるもの，さそりを顔面につけた牛悪魔 （写真 ６），牙や歯をむき

出した人面悪魔 （写真 ７）の三種類がみられる。

　「三つの魂の力のダンス」用の悪魔仮面 （写真 ８）は例数が少ないので，概括 しえ

ない。

　雨乞いのための悪魔仮面は当館の所蔵品では Ｊｏｓ６　Ｒｏｄｒｉｇｕｅｚの作品が多 く，蛇，

とかげ，竜など水に関わる図像をつけた一連の人面仮面 （写真 ９）と「大悪魔のダ ン

ス」用の一連の仮面 （写真 １０）などがある。いずれも，水に縁の深い図像が人面につ

けられており，角はない。悪魔と名づけられているが，本来は （２）の分類の動物や虫

や生 き物の仮面の方に近い存在だった，と私は推測 している。

　用途について情報のない悪魔仮面は上記のバ リエーションのどれかに入る。中で目

立つものとして，白人の人面に角のついた典型的なヨーロッパ型の悪魔 （写真 １１）と

復活祭やカーニバルに使われる角だけついているが恐ろしさのない人面仮面（写真１２）

がある。

　 この恐ろしさのない仮面とは Ｍｏｙａ　Ｒｕｂｉｏ の指摘している 「微笑す る悪魔」
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写 真 １１ 悪 魔 　 ゲ レ ロ州 　 ［１０８３７６］ 写 真 １２ 悪 魔 　 ベ ラクル ス 州 　 ［１０８４４４］

［Ｍ ｏｙＡ　ＲｕＢｌｏ　 １９７８’：Ｆｉｇｓ．９８，９９］，「善 い悪

魔 」 ［Ｆｉｇ・１０３］，「悲 しそ う な悪 魔 」 ［Ｆｉｇ．１０４］

に通 じる もの で あ ろ う。 当 館 に も 「楽 しそ うな」

とか 「考 え 深 そ うな 」 と表 現 して よ い 悪魔 仮 面

が あ り （写 真 １３）， メ キ シ コの 民俗 社会 は カ ト

リック の教 条 的 定 形 を 柔 軟 に変 形 して い る と い

え よ う。

（４） 雨乞いのための仮面

　 前 述 の （３）の 悪 魔 仮 面 の 内 で 水 に縁 の深 い図 　 　 写真 １３ 悪魔 ゲ レロ州　［１３１７０７］

像 を つ けた仮 面 が雨 乞 い に使 わ れ て い る。 他 に， アル マ ジ ロ仮 面 や こ う も り仮 面 が雨

乞 い に使 わ れ て い た こ と は仮 面 に添 付 され た資 料 か ら判 断 で き る。

　 加 え て ， 現 在 で は 入手 で きな い 特異 な仮 面 が三 種 あ る。 いず れ も コ ー ド リー ・コ レ

ク シ ョ ンにあ った もの で あ る。第 一 は セ ッ トに な った銀 製 の仮 面 で （写 真 １４），１８９０

－－１９１０年 の 間 の作 品 とさ れ ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ．２１］， 額 か ら口 に は う蛇 が水 を呼

ぶ 象 徴 とな って い る。 ゲ レ ロ州 の 鉱 山地 帯 で 作 られ， １２個 の 仮 面 で セ ッ トに な って い

た が ， この製 作 年 代 以 降 ， この 種 の作 品 は途 絶 え て い る。

　 第 二 は Ｂａｈｅｎａ家 族 の 作 品 で ，小 人 仮 面 と称 さ れ （写 真 １５），子 供 が被 り，雨 期 の

開 始 前 に洞穴 で 踊 って 雨 を 呼ん だ とさ れ て い る。 この 仮 面 も１９１０年 頃 か ら姿 を 消 した
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写真１４ 雨乞 い用仮面　ゲ レロ州　 カ ン

　 　 　 ポ ・モラー ド ［６８１４２］

写真１５ 小人仮面　ゲ レロ州　 カンポ ・

　 　 　 モ ラー ド　［６８１２９］

［ＣｏＲＤＲＹ　　ｌ　９８０：１８８］。

　 第 三 は大 型 の 蛇 の 仮 面 で ， 胴 体 に人

が 入 り， 頭 に も別 の 蛇 の 仮 面 を つ け る

（写 真 １６）。

　 上 記 の 三 種 は い ず れ も２０世 紀 の初 め

に製 作 が 終 って お り， 高 級 な手 の こん

だ雨 乞 い 仮 面 は姿 を 消 した とい え よ う。

写真 １６ 蛇　ゲ レロ州　［６８１３０］ （５） 魚 の ダ ンス ， わ にの ダ ンス の

　 　 仮 面

　 ゲ レロ州 バ ル サ ス 河 附近 の村 々や ミチ ョア カ ン， チ アパ ス 州 か らの 資 料 が あ り，踊

り方 に差 が 大 き くあ りそ うで あ るが ，豊 漁 を願 う芸 能 用 の 仮 面 で あ る点 で 一 致 して い

る。 木 彫 の魚 の ア ク セサ リーを腰 や肩 につ け た漁 師 が 大 勢 網 を 持 って 出場 し， 魚 を支

配 して い るわ にや 精 霊 を な だ め て魚 を取 る とい う筋 で あ る。

　 出場 す る仮 面 は わ に （写 真 １７）， 河 の 霊 ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ．２９６］，漁 師 （黒 く

塗 っ た顔 に斜 め の赤 や 黄 の 線 が 走 り， タ バ コを 口 に くわ え て い る） （写 真 １８），人

魚 （写 真 １９） が あ る。 わ に 仮 面 には子 供 が胴 に付 け る もの も あ る ［Ｍ ＯＭＰＲＡＤＥ　ｙ

ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 １９７６：１３３１。人 魚 は ヨー ロ ッパ 由来 と は限 らず ，先 ス ペ イ ン期 に存 在 し
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編

写真 １７ カイマ ン （アメ リカ ・

　 　 　 ワニ）ゲ レロ州 チ ャ

　 　 　 パ にて製作　 ［１３１７１４］

写真 １８ 漁 師　ゲ レロ州

　　　　　　［１０８３７７］

写真 １９ 人魚　ゲ レロ州　アル

　　　　　タ ミラーノ 　［６８１３９］

た とい う説 も あ るが ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：２０３］， 人 魚仮 面 の 出番 に つ いて は資 料 が な い 。

　 （６） 虎 ダ ンス の 仮 面 ：虎 ，屠 殺 者 ，農 民 ， テ ホ ロ ン

　 魚 や わ に の ダ ンス が水 の 幸 を祈 願 す る もの な ら， 大 地 や 山 の幸 を願 って踊 られ る芸

能 は虎 ダ ンス で あ る。 バ リエ ー シ ョ ンが 多 く， そ れ に つ れ て仮 面 の種 類 も変 わ る。

　 虎 ダ ンス の ジ ャ ンル に入 る芸 能 と して 主 な もの は虎 ダ ンス ， テ ク ア ン， テ ク ア ニ，

テ ホ ロネ ス ，　 トラ コ ロ レ ロ　 （農 民 ）　 が あ り，　 ダ ンス 名 と地 域 に よ り 差 が あ る が

［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 １９７６：ｌｌ７－１２４］， 一 般 に虎 ，屠 殺 者 （も し くは銃 を 持

つ 老 夫 婦）， 農 民 ，獣 医 ， 鹿 ， 犬 の 持 ち主 ， 犬 ， はげ た か ，等 が 出場 す る。 所 に よ り

配 役 は複 雑 にな り， ア シエ ンダ の 持 主 や 管 理 人 も出 る。

　 虎 ダ ンス の 詳 しい上 演 例 と して は連 邦 州 の サ ソ ・フ ラ ン シス コ ・ク ワ ウ ソス コ （Ｓａｎ

Ｆｒａｎｃｉｓｃｏ　Ｃｕａｕｚｏｓｃｏ）村 の テ ク ア ン （Ｔｅｃｕａｎ）ダ ンス が あ る ［ＦＯ ＮＡＤＡＮ　 ｌ９７５］。

テ ク ア ン と はナ ワ語 で 「食 いつ ぶ す 」 とい う意 味 で ， 虎 （ジ ャガ ー） の破 壊 力 と豊 饒

性 を表 わ して い る。 ア シエ ンダで 鹿 な ど を い じめた り （も っ と も鹿 も若 木 や作 物 を 食

べ て 農 民 に迷 惑 を か け て い るの だ が）， 作 物 を荒 らす 虎 を 犬 で追 い立 て， 鉄 砲 で 打 ち

と め る筋 で ， 中途 で 傷 つ い た小 動 物 が医 者 の手 当て を う け る。 配役 の 内 ， ア シエ ンダ

の所 有 主 ドン ・サ ル バ ドール ，秘 書 ， 管 理 人 ， 医 者 と看 護 役 ， 鉄 砲 の打 ち手 （一屠 殺

者 ），ア シエ ンダ の農 民 が仮 面 を被 って い る。 虎 と鹿 と犬 は布 で 張 った ヘ ル メ ッ ト仮 面

を つ けて い る。 犬 の 持 ち主 ドン ・ク レー トは素 顔 で ， ア シエ ンダ所 有 者 の 助 手 の パ

イ ェ ソ も 口ひ げ と眼 鏡 だ け付 け ，素 顔 で あ る。 は げた か 役 の 子供 は布 張 りの は げた か
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風の帽子を被り，顔は素顔である。全員で２８～３２人の配役になり，木製仮面，布の仮

面，布の帽子，口ひげや眼鏡をつけた顔，素顔という差がある。

　 クワウソスコ村は近 くにアシエンダが存在 していた所で，台詞つきで上演される虎

ダンスに村の歴史が反映されており，村の社会史を示すフォークロアになっている。

一方，永田収氏が撮影され，当館が研究用フィルムとして購入 したゲ レロ州のアムス

ゴ（族）のショチス トラワカ村 （Ｘｏｃｈｉｘｔｌａｈｕａｃａ）の虎ダンスには別の演出がみ られる。

虎が農作物や鹿をいためつけて農民が困り，鉄砲を持 っている老夫婦を説得して，虎

を打ちとらせる筋であるが，老女 （男が女装している） と虎のパフォーマ ンスが人を

楽 しませる。一群の農民，老人，老女，虎，犬だけが仮面をつけ，鹿は毛皮を頭に被

った男が演じる。配役はクワウソスコの例より簡略で，アシエンダの存在を思わせる

のは仮面をつけた一群の農民だけで，虎に向かって犬 と老人が立ち向かい，老女が性

的冗談の対象になっている。

　たった二つの村でも出場する仮面にこれだけの差があるのだか ら，虎ダンス用の仮

面について概括するのはむつかしいが，老人，老女，鹿，犬，医者の仮面は資料にそ

のよう記入されておれば，それ以上に分類上の複雑性はない。種類が多 くて，区別に

とまどうのは虎，屠殺者，農民，テホロン （言葉の意味は不明であるが，虎を退治す

る人々として出場する）の仮面である。

　虎仮面については一つ一つの村に一つのタイプの虎がある，としか言いようがない

程に個性的な虎が多い。虎 ダ ンスのジャンル

の小区分に従って虎仮面を分類するのは不可

能と思うので （ゲ レロ州のコスタ ・チカやオ

アバカ州のハ ミルテペック地方にみられるテ

ホロンのように明確に区別のつくものは別に

して）， 形や図像から区分 してみよう。

　先に言っておくべきであったが， 「虎」 と

はジャガーのことである。スペイン語で「虎」

と記され語彙として定着 してしまったが，実

際にはジャガーと大山猫 （ｏｃｅｌｏｔ）を含んでい

るらしい。虎仮面のなかには，幅広の黄色の

顔で丸い黒い斑点のついたジャガーの特徴を

そなえた仮面　（写真 ２０） と幅狭の顔で，と

がった口か ら牙をむき出している山猫風の仮
写 真 ２０ 虎 ゲ レ ロ州 テ ナギ ー リョ ・

　 　 　 デ ・ラス ・カ ー ニ ャス ［６８１２２］
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写真２１ 虎 　ゲ レロ州　 タスコ　 ［６８１２０］ 写真２２ 虎　ゲ レロ州　 ラ ・クルス ・グランデ

　 　 　 ［６８０９１］

写 真 ２３ 虎 ゲ レロ州 ア カ トラ ン ・デ ル ・リ

　 　 　 ォ　　［６８１２４］

写 真 ２４ 虎 ゲ レ ロ州 オ リナ ラー

　　　　　　［６８１０９］

面　（写真 ２１） の二大別が目につ く。両方の特徴がまざって，ジャガーか大山猫か区

別のつきかねる仮面も多い。黒い虎仮面 もあって，作者は黒ジャガーの存在を知って

いた らしい。 平凡社の百科辞典によると ［今泉　１９８５］， 赤褐色のジャガーも居ると

いうことであるが，コー ドリー氏の虎 コレクションの一点に赤褐色と黒の斑点の目立

つジャガーがある （写真 ２２）。また，同辞典によると，肩，背，脇にかけて梅の花状

の斑紋のついたジャガーがいるそうだが，梅の花模様を額と顎につけた虎仮面が一点

あり （写真 ２３），作者の観察の確かさをうかがわせて くれる。

　虎仮面には動物の描写に正確なものだけではなく，様式化の進んだものもある。オ

リナラーの独得の隈取りの仮面 （写真 ２４）やシトララの皮製のヘルメット仮面 （写真
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写 真 ２５ 虎 ゲ レロ州 シ トラ ラ ［６８６８６］ 写真２６　 ラス トレロ （屠殺者）ゲ レロ州

　 　　　アルタ ミラーノ　 ［１０８４７０］

写 真２７ トラ コ ロ レロ （農 民 ） ゲ レ ロ州

［１３１７０４］

写真２８　 トラコロ レロ （農民）ゲ レロ州

　　　 　アメヤルテペ ックにて製作

　　　 　［１３１７００］
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写真２９ 虎を狩 る人　オアバカ州 ミシュテカ海

　 　 　 岸部　 ［１０８４１３］

写真３０ テホロネスのダ ンスに出る女性

　 　 　 オアバカ州 ミシュテカ海岸部

　 　 　 ［１３１８６８］

２５） は独 得 で あ る。

　 ア ム ス ゴの 村 の 例 で は ， 老人 が 虎 を し とめ るが ， 大 方 の 例 で は屠 殺 者 （ｒａｓｔｒｅｒｏ）

が い て 虎 を 打 つ 。 雄 猛 な虎 を打 つ 役 のせ い か， 目 の きつ い野 性 的 な顔 に ひ げ の つ い た

仮 面 で ， 口が ひ ん 曲 って い るの が 特徴 で あ る （写 真 ２６） （典 型 例 は ［ＣｏＲＤＲＹ　ｌ９８０：

Ｆｉｇｓ．２１２，３００］を 参照 ）。

　 農 民 （ｔｌａｃｏｌｏｌｅｒｏ） の 仮 面 は殆 どが トラ コ ロ レ ロス の ダ ンス に使 われ るが ， 仮 面 に

添 付 され た 資 料 か ら判 断 す るに ， トウモ ロ コ シの収 穫 祭 や カ ーニ バ ル に も出 る。 い か

に も土 くさい ， た くま しい顔 が基 調 で （写 真 ２７）， 近 年 の 作 晶 に は顔 の左 右 を二 色 に

塗 り分 けた もの が あ る （写 真 ２８）。Ｃｏｒｄｒｙ も のべ て い る よ う に ［１９８０：Ｆｉｇ。２１６］，

これ は新 しい 物 を 求 め る遊 び心 で あ ろ う。

　 テ ホ ロ ン （ｔｅｊｏｒ６ｎ）の 仮 面 は 虎 ダ ンス の一 種 で あ る テ ホ ロ ネ スの ダ ン スで使 わ れ ，

ゲ レ ロ州 の コス タ ・チ カ方 面 とオ アバ カ州 の ハ ミル テ ペ ック方 面 に限 られて い る。 虎

を捕 ま え る男 子 の 仮 面 の 典 型 例 が あ るが （写 真 ２９）， こ の顔 の 周 囲 に 山猫 や 兎 の毛 を

つ け た もの もあ る。 男 子 の 仮 面 に混 じって 虎 の 捕 獲 の 場 に居 合 せ ， モ レ料 理 （おそ ら

く虎 の 肉で 作 る） を作 るふ りをす る女 性 の 仮 面 （写 真 ３０）は 目が 大 き く， 頬 と 口 に紅

の 目立 つ もの で あ る。 メ キ シ コの 仮 面 の な か で は女性 仮 面 は少 な く，特 別 の役 柄 （例

え ば マ リンチ ェ） で な い限 り， 上 記 の特 徴 が 一般 的 で ， ス ペ イ ン系 の女 性 を表 わ した

１４３



国立民族学博物館研究報告　　１２巻１号

写真３１ （左）虎を狩る人 ，（右）女性 　オァバカ州　 ピノ　 写真３２

　 　 　 テパ ・ナシオ ナル 　［１０８４７５，１０８３５４］

もの と思 え る。

　 テ ホ ロネ スの ダ ンスの 仮 面 の 旧 い 型 で は な

い か と思 え る男 女 の仮 面 が あ る （写 真 ３１）。

一 方
， 新 しい仮 面 に は人 面 の 顎 に小 さな顔 を

つ け た もの もあ り （写 真 ３２）， 新 旧 の 作 品 の

違 いが 大 きい。

　 虎 ダ ンス は メ キ シコ に広 く分 布 し，地 方 色

が極 め て 強 い。 チ アパ ス高 地 で は ツ ォ ツ ィル

（族 ） の間 で ジ ャガ ーを め ぐって ゲ レロ州 や

虎を狩る人 オァバカ州

ミシュテカ海岸部　 ドン

・ルイス 　［１３１９３９］

写真３３ 虎 チァパス州 スチァパ

　 　 　 ［６８１１８］

オ アバ カ州 と異 な る フ ォ ー ク ロア が あ る （例 え ば シ ナ カ ン タ ン村 で は性 的 豊饒 性 を そ

な え た ジ ャガ ー ， チ ャム ラで は そ れ に加 え て 神 の 保 護者 と して の ジ ャガ ー ， チ ェナ

ロ ーで は ジ ャガ ー は 「背 の十 文 字 男 」 と同 一 で あ る とい う フ ォ ー ク ロアが あ る ［ブ リ

ッカ ー 　１９８６：１０３，ｌｌ３，１６８，１８０－１８１，２０７－２０８］。 そ して ， チ アパ スで 踊 られ る虎

の 出場 す るカ ラ ラ ー （Ｋａｌａｌａ　鹿 ）の ダ ンス の 旧 い型 に は虎 が 出場 しな い 。元 々， こ

の ダ ンス は 山 の 神 の 幸 を 表 わす 鹿 の ダ ンスで あ った 様 子 で あ り， い つ の 頃 か らか虎

（写 真 ３３） が 加 え られ た ［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 ｌ９７６：１２３－１２４］。 こ れ は一

体 何 の 変 化 を 表 わ して い るの か ，等 々， マ ヤ圏 の ジ ャガ ー と虎 仮 面 につ い て は ， さ ら

に多 くの 情 報 と仮 面資 料 が必 要 で あ る。

２） 先 スペイン期の神 々に由来す る仮面

　前述の虎仮面の虎はアステカの神テスカ トリポカの変身だとされているし，動物や
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虫 や 生 き物 の仮 面 や 悪魔 仮 面 に土 着 の神 々が 残 って い る が ， こ こ に別 項 目 を も うけ た

の は， 土着 の神 の 名 前 が仮 面 に残 ってい る例 が あ るか らで あ る。 当館 の収 蔵 品 に は欠

落 して い る種類 の仮 面 で あ り， な か な か手 に入 らない と思 うが ，分 類 上無 視 で きな い

の で 取 扱 う こ とに した 。

　 第 一 に， チ ア パ ス高 地 の シナ カ ンタ ン村 の サ ク ・ホル （Ｓａｋ－Ｈ ｏｌ）仮 面 が あ る。 同村

の サ ン ・セバ ス テ ィ ア ン祭 で 「白 い頭 」 といわ れ る配 役 が つ け る仮 面 で ， 下 地 は皮 で

上 に銀 紙 が は って あ る。 Ｃｏｒｄｒｙ　［１９８０：９１－９２］ は先 ス ペ イ ン期 に使 わ れた サ イズ

が半 分 の仮 面 の な ご りで あ る と考 え ， Ｂｒｉｃｋｅｒ ［１９８１：１３９－１４０］は アステカの 雨 の神

トラ ロ ック につ なが る仮 面 と考 え ， テオ テ ィ ワカ ンや トゥー ラの 遺 跡 に み られ る 「先

が三 つ に分 か れ た 図像 」 （爾 　 雨 ， 水 ， 血 に関 係 が あ る） か ら由来 した 形 で は な い か，

と推 測 して い る。

　 第 二 は旅 ，商 人 ， 商 売 と関係 の深 い ア ス テ カ の神 ヤ カ テ ク ト リ （Ｙａｃａｔｅｃｕｈｔｌｉ）で

あ る ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ・２６８］。 こ の多 彩 色 の 鼻 の 強調 された 仮 面 は文 献 に一 点 し

か 例 が な い の で ，例 外 的存 在 な のか ど うか ， 私 に は判 断 が つ か な い。

　 第 三 に， 先 ス ペ イ ン期 の火 の神 が ウ ェ ウェ （Ｈｕｅｈｕｅ）仮 面 に継 承 され て い る と一 般

に考 え られ て い る。 この仮 面 に つ い て は道 化 の 仮 面 の項 目で の べ る。

３）　 モ ロとク リス テ ィア ノスの仮面

　 「モ ロ と ク リス テ ィア ノ ス」と は国 土 回 復 運動 期 の ス ペ イ ンに起 源 の あ る芸 能 で ，異

教 徒 モ ロ （ム ー ア人 ） が ク リス テ ィ ア ノス （キ リス ト教 徒） に敗 北 す る筋 が 演 じら れ

る。 この 芸 能 は， 新 大 陸 発 見 後 す ぐに植 民 地 に 持 ち こま れ ，征 服 と宣 教 を誇 示 す る芸

能 と して広 め られ た 。 その 結 果 ， 現 在 で は ， この ジ ャ ンル に入 る芸 能 の バ リエ ー シ ョ

ンが 多 く， 地 方 に よ る差 も大 きい が ［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 ｌ９７６：１２４－１９４；

Ｗ ＡＲＭＡＮ　 １９７２］，す べ て の バ リエ ー シ ョンが仮 面 を伴 う と は限 らな い 。

　 当館 にあ る仮 面 には 「モ ロ」 「モ ロ とク リス テ ィ ア ノ ス」 と書 い て あ り， それ 以 上

に は情 報 の な い もの が 多 い 。 こ の場 合 ， 仮 面 が 「モ ロ と ク リス テ ィア ノ ス」 の どの バ

リエ ー シ ョ ンに使 用 され て い た の か は不 明で あ る。 そ こで ， 以 下 に 試 み た 分類 で は ，

仮 面 が 使 わ れ る芸 能 名 が 判 明 して い る例 だ け を取 り上 げ， モ ロ仮 面 に加 え て 出場 す る

他 の 仮 面 に 言 及 しよ う。

　（１）　アステカのダンスの仮面， コンキスタ （征服）のダ ンスの仮面

　アステカの没落を物語るダンスには多 くの配役，つまり多 くの仮面が出てくるはず

であるが，詳細は不明である。コディセ （古文書）に出てくるような鼻が誇張された
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写真３４　 アステカの戦士 ？　 ベ ラクルス州

　　 　 サ コアルパ ン　［１０８４３４］

写真３５ アステカの戦士 ゲ レロ州 　 ト

　 　 　　ラル ココティ トラ　［１０８３９２］

人 物 仮 面 （写 真 ３４）， 鷲 を 頭 に 頂 い た チ チ メ カ の戦 士 の 仮 面 ［ＣＯＲＤＲＹ　 １９８０：Ｆｉｇ．

１３１］，ジ ャガ ーを 頭 につ けた ジ ャガ ー の戦 士 の仮 面 ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ．１９１］， マ

リンチ ェの悪 魔 仮 面 （角 が 魔 性 を 表 わ して い る）［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ．２１５］等 が 出

場 す る様 子 で あ る。

　 ア ス テ カ と名 づ け られ た 仮 面 で コ ンキ ス タ （征 服 ） の ダ ンス に使 用 され る こ とが 表

示 され て い る場 合 もあ り，例 と して ア ス テ カの 戦 士 （写 真 ３５） が あ る。

　 （２）　 テ ノ チ トリの ダ ンス の仮 面

　 テ ノチ テ ィ トラ ンの 陥落 を テ ー マ に したダ ンスで ， ゲ レ ロ州 ア カ トラ ン （Ａｃａｔｌａｎ）

村 の 例 が 最 もよ く知 られ て い る。 この 村 で 出場 す る仮 面 は コル テ ス， マ リンチ ェ， マ

リン チ ェの 母 テ レサ ， ア ス テ カ の兵 士 ， 道 化 の ウ ィキ ス トレ （Ｈｕｉｑｕｉｓｔｌｅ 後述 す る

道 化 Ｈｕｉｘｑｕｉｔｌｉｓの こと で あ ろ う） の 仮 面 で あ る。村 に よ って は， ク ワ ウ テ モ ック ，

パ ス ク ワル ・バ イ ロ ン （Ｐａｓｃｕａｌ　Ｂａｉｌ６ｎ 今 の と ころ詳 細 は不 明 ）， 黒 人 の 仮 面 も出 場

す る そ うで あ る ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ・１０］。 この ダ ンス につ いて の 情 報 は 少 な く，

詳 細 は捉 えが た い 。

　 当 館 に は用 途 が テ ノ チ トリの ダ ンス と記 入 さ れた 仮 面 はな いが ， 配 役 が 同 名 の 仮 面

は収 蔵 さ れて お り， 各 々該 当 す る分 類 項 目の箇 所 で説 明 しよ う。

（３）　 コル テ スの ダ ンスの 仮 面 ， マ リンチ ェの ダ ンス の仮 面
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　 これら二つのダ ンスに具体的にどの

種の仮面が出場するかについて資料が

ない。コルテスとマ リンチェの仮面の

みが目立つ。

　 コルテスの仮面は概して幅広の思慮

ありげな表情をとっている （写真 ３６）。

逆に，マ リンチェ仮面はどんな平凡な

作品でも精力的な強い表情をしている。

非凡な作品はなかなか入 手 で きず，

写 真 ３６ 侯 爵 （コル テ ス） ゲ レロ州 　 ［１０８３８０］

Ｃｏｒｄｒｙ の本 ［１９８０］ に例 を 見 るだ けで あ る。 これ らか ら判 断 す る に， マ リンチ ェ仮

面 は ア ス テ カ， テ ノチ ト リ，マ リンチ ェ， 牧 人 （後 述 す る Ｐａｓｔｏｒｅｌａ） の ダ ンス に 出

場 す る。 仮 面 の 特徴 は欲 望 や放 縦 を表 わ した 赤 や ピン クの 顔 ， 赤 い 髪 ，魔 性 を表 わす

角 や とか げ の 図像 （額 や 鼻 につ けて あ る）で あ る。 華 々 しきは 先 ス ペ イ ン期 の 「戦 士 の

魂 」を 象徴 した 蝶 の 図像 を顔 の周 囲 につ けた マ リンチ ェ仮 面 もあ る ［ＣＯＲＤＲＹ　 １９８０：

Ｆｉｇｓ．４４，２１５，２５９，２７６－２７８］。

　 上 記 の コル テス とマ リンチ ェの仮 面 に見 られ る コ ン トラス トは民 俗 社 会 が この一 対

の 男 女 に付 与 した イ メ ー ジを 幾分 明 らか に して くれ る。 征 服者 コル テ ス は 意外 に も人

々 の想 像 力 を か きた て て い な い 。一 方 ，マ リンチ ェは征 服 者 に与 した た め ， そ の 内 な

写 真 ３７ モ ロ （ム ー ア人 ） ゲ レロ州

　 　 　 ［１０８３６４］

写 真 ３８ モ ロ （ム ー ア人 ） ミチ ョア

　 　 　 カ ン州 　［１２６９１７］

１４７



国立民族学博物館研究報告　 １２巻 １号

る異人としての存在が仮面製作者の創作欲をかき立てた らしく，土着社会で特別の意

味のある色や象徴を駆使 して，この女性の力と魔性を表現 している。

　 （４）　 モ ロの仮 面

　 モ ロ （ム ー ア人）の仮 面 に は使 用 され るダ ンス 名 が 記 入 され た 資料 が少 な く，「モ ロ

と ク リス テ ィア ノ ス」 の ジ ャ ンル に入 る色 々な バ リエ ー シ ョ ンの 芸 能 に使 わ れ る可 能

性 も考 え られ るの で ， モ ロの 仮 面 を 芸 能 との 関係 で分 類 す るの は難 しい 。 そ こで ， 図

像 上 の 特徴 を主 に して タ イ プを 見 て い こ う。

写 真 ３９ モ ロ ・チ ノ　 ゲ レ ロ州 　 （左 ） カ レ ラス　 （右 ） チ ルパ ン シ ンゴ

　 　 　 ［１０８３６９，１３９３５４］

写 真 ４０ モ ロ ・パ シ ォ ン　 ゲ レロ州 　 ［１３１６９８，１３１６９ｇ］
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　 モ ロの 仮 面 の 一 般 的 特 徴 は赤 ら顔 ， きつ い 目， 大 きい 口ひ げ と顎 ひ げ ，大 き あ に開

い た 口で あ る （写 真 ３７）。例 外 も多 く， 赤 と黒 の混 じった 顔 ， ピ ン ク， ヴ ェー ジュ ，

白の 顔 もあ る。 イス ラム を 表 わ す三 日月 形 の 冠 を被 った 仮 面 もあ る し， 花 模様 を あ し

らった ブ リキの 冠 を つ け た華 や い だ モ ロの 仮 面 も あ る （写 真 ３８）。

上 記 の 例 か ら派 生 した もの に モ ロ ・チ ノ （Ｍ ｏｒｏ　Ｃｈｉｎｏ ち ぢ れ毛 の ム ー ア 人 の 意

か ？） とモ ロ ・パ シオ ン （Ｍ ｏｒｏ　Ｐａｓｉ６ｎ 受 難 の ム ー ア人 ） の 仮 面 が あ る。 前者 は モ

ロの 仮 面 の 特 徴 の 一 つで あ る眉 の線 と顎 か ら口 に流 れ る線 の 強 調 とい う点 を さ らに押

しす す め た もの で あ る （写 真 ３９）。 モ ロ ・パ シ オ ン は受 難 の ム ーア人 と訳 され よ うが ，

「苦 しみ 」 を 表 わ す の は 鼻 の 強調 に あ る。 鼻 が ぐる ぐる巻 か れて い る もの と， 鼻 が 長

長 と突 出 した もの （写 真 ４０） の 二 種 あ る。　 ぐ る ぐる巻 き の鼻 につ いて ， Ｃｏｒｄｒｙ は ，

蝶 の シ ンボ ル で 花 と美 の神 を 表現 して い た ，　 と判 断 して い るが 　［ＣＯＲＤＲＹ　 １９８０：

Ｆｉｇ．２８５］，詳 細 は不 明 で あ る。 既 に の べ た ヤ カ テ ク ト リ （Ｙａｃａｔｅｃｕｈｔｌｉ）や ア ス テ カ

の ダ ンスの 仮 面 （写 真 ３４）， そ れ か ら後 にの べ るマ タチ ネ スの ダ ンス に 登 場 す る人 物

仮 面 （配 役 を 判 定 で きな い） に 鼻 の 突 出 も し くは 強調 が あ り， この 特 徴 が 何 を 表 わ し

て い るの か 不 明 で あ る。 モ ロ ・チ ノ に も モ ロ ・パ シオ ンに も眉 と顎 骨 に 当 た る部 分 に

金 色 の 帯 が 浮 出 され て い る が ， これ は モ ロ ・チ ノ仮 面 の 特 徴 が 様 式 化 され た もの ， と

判 断 で き よ う。

　 以 上 ， モ ロの 仮 面 の色 々の 種類 を み た が， メ キ シ コの 人 々が 実 際 に見 る こ と も少 な

く， ス ペ イ ン人 と違 って文 化 的 に も縁 の少 な い ム ー ア人 を 作 品 に す るに 当 た って， 仮

写 真 ４１ サ ンテ ィア ゴ　 プ エ ブ

　　　　 ラ州 　クエ ツ ァラ ン

　　　　 ［１０８４１６］

写真４２ 御主　 ミチ ョアカ ン州

　　　　 トクアロにて製作

　　　　［１３１８５０］

写 真 ４３　 ピラ ト　 ベ ラクル ス 州

　　　　　 ナオ リン コ　 ［１０８４７６］
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面 製 作 者 達 は 恐 ろ し きイ メ ージ ，華 やか な イ メ ー ジ，様 式 化 した モ ロ ・チ ノ とモ ロ ・

パ シオ ンとい った 風 に ，各 種 の造 形 を楽 しん だ とい え る。

　 （５）　 サ ンテ ィア ゴの ダ ンス の仮 面 ， セ ニ ョール （御 主） の ダ ンス の仮 面

　 異 教 徒 に対 して サ ンテ ィア ゴ聖 人 や キ リス トが勝 利 を納 め る筋 を 演 じるダ ンス で ，

サ ンテ ィ ァ ゴの 仮 面 （写 真 ４１）， 御 主 の 仮 面 （写 真 ４２） に加 え て ， 村 に よ って異 な

る色 々の 配 役 の 仮 面 が 出 る　 ［Ｍ ｏＭＰＲＡ唖 ｙ ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 ｌ９７６： １３８－１４０； Ｍ ｏＹＡ

ＲＵＢＩｏ　 ｌ９７８：７０］。 この 芸 能 の バ リエ ー シ ョンは多 く， どん な 脇 役 の 仮 面 が あ る か

を 知 るの は むつ か しい。

　 サ ンテ ィア ゴ の ダ ンス に ピ ラ ト （キ リス トが処 刑 さ れた 頃 ユダ ヤを 支 配 した ロー マ

の 総 督） の 仮 面 が 出 る こと が多 い ら しいが ， 当 館 の資 料 で は サ ン ・マ テオ の ダ ンス に

出 る ピ ラ トの 仮 面 が多 い （写 真 ４３）。

　 （６）　 アル チ ャ レオ の ダ ンスの 仮 面

　 射手 （ａｒｃｈｅｒ） か ら由来 したダ ンス の 名 で ， サ ンテ ィァ ゴ聖 人 に対 して 異 教 徒 の射

手 が 敗 北 す る物 語 が演 じ られ ， 仮 面 はサ ンテ ィア ゴ ， カ ピタ ン ・サ バ リオ （ア ル チ ャ

レオ の リー ダ ー） を加 え た三 種 で あ る ［Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢＩｏ　 ｌ９７８：５８－６１］。 た だ し，

Ｃｏｒｄｒｙ に よ る と ［１９８０：Ｆｉｇｓ・２８６，２８７］，アルチ ャ レオ を 助 け る ピラ トとモ ロの仮 面

も 出場 す る よ うで あ る。 ア ル チ ャ レオ の仮 面 は憂 いを 含 ん だ 表 情 で ， 口 を少 しゆが め

鑓
諺
簸
霧
灘
難

写真４４ チ ャレオ　ゲ レロ州　 グアムス

　 　 　 テ ィ トラン　［１０８４７１］

て い る のが 特 徴 で （写 真 ４４）， 敗 者 の表 情 と

い え よ う。

　 現 在 入 手 で き る仮 面 で は わ か らな いが ， 古

い 仮 面 を み る と， ア ル チ ャ レオ が 土 着 社会

の 戦 士 を 表 現 して い た よ うで あ る。 Ｍ ｏｙａ

Ｒｕｂｉｏ ［１９７８：Ｆｉｇ．５５］ に み る一 点 は， アル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

チ ャレオ の仮 面 の頭 飾 りに青 い す ず めが 乗 っ

て い る と 説 明 さ れて い る。 一 方 ， Ｃｏｒｄｒｙ

［１９８０：Ｆｉｇ・２８７］は Ｍ ｏｙａ　Ｒｕｂｉｏ の 指摘 し

て い る仮 面 に酷 似 した アル チ ャ レオ の 仮面 の

　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

頭 飾 りを鷲 が 乗 って い る と 説 明 し， 別 に虎

（ジ ャガ ー） が頭 飾 りに乗 って い る アル チ ャ

レオ の 仮面 もあ る と い って い る。 とす る と，

鷲 と虎 と合 わせ て ， 鷲 の戦 士 と虎 （ジ ャガ ー）
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の戦士が表現されていることになり，元々はアルチャレオは先スペイン期の戦士を表

わしていたことになる。

　 （７）　 タ ス トア ネス の ダ ンス の仮 面

　 ア ル チ ャ レオ と対 照 的 に敗者 復 活 戦 を演 じ るの が タ ス トア ネ ス （Ｔａｓｔｏａｎｅｓ）の ダ ン

ス の 仮 面 で あ る。 この芸 能 は サ カ テ カ ス州 とハ リス コ州 に限 られて お り， 土 着 の 指 導

者 で あ るタ ス トア ン （ｔａＳｔＯａｎ　 ナ ワ語 の ｔｌａｔＯａｎｉ一主 ， 長 か ら由来 した ） が サ ンテ

ィ ア ゴを 破 る筋 にな って お り， この 地方 に動 乱 の 続 い た １９世 紀末 に史 実 と逆 の この筋

が 出 て きた ， と Ｗ ａｒｍ ａｎ は考 えて い る ［１９７２：１３２－１３３ユ。 彼 は１８９９年 の上 演 例 を 引

いて ，サ ンテ ィァ ゴが タ ス トア ンー 派 に敗 れ る物 語 を記 録 して い るが ， 最 近 Ｇｉｌｌｍ ｏｒｅ

が 現 在 の 上 演 例 を 詳 細 に伝 え て い る ［１９８３：１０６－１０７］。 こ れ に よ る と， サ ンテ ィァ

ゴ は性 的 冗 談 の 対 象 に な った末 ， “皮 は ぎ”に会 い （巻 きつ け られて い た毛 布 を は ぐ仕

草 で 表 現 され る），胸 か ら血 を沸 き出 しな が ら死 ぬ こと にな って い る。 ま た ，１９世 紀 末

に はな か った 要 素 が １９１０年 の革 命 以 降 に入 って い る。 以 前 に は， サ ンテ ィア ゴ登 場 以

前 に土 地 測 定 の 場 面 が あ り，三 博 士 が 出場 した 。 こ う して ， スペ イ ン政 府 に よ る土 地

授 与 を演 じて い た の で あ った 。 革 命 後 は代 りに イ ンデ ィヘ ナ， 牧 場 主 ， 鉱 山主 が 出 て

く る。 つ ま り，１９世 紀 末 と１９１０年 以 降 に二 つ の再 解 釈 が この芸 能 に起 こ った の で あ る。

　 上 記 の よ う な 「さか しま の 世 界 」 を演 じ るに ふ さわ し く， タ ス トア ンの 仮 面 には

写真４５ タス トア ン　 サカテカス州　 フ

　 　 　 チ ピリア 　［１０８４５９］

写 真 ４６ タ ス トア ンの 一 配役 ， キ レ ナイ

　 　 　 カ人 の シモ ン ？　 ハ リス コ州

　 　 　 サ ンタ ・クル ス ・デ ・ラス ・ウ ェ ン

　 　 　 タ ス 　［１３１７７４］
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た だ な らぬ 表 情 が あ る。 古 い土 製 仮 面 に は土 くさ い逞 し さが あ る ［ＣＯＲＤＲＹ　 ｌ９８０：

Ｆｉｇ．１６０］。 一 番 例 の 多 い の は 口 を ゆが め， 薄 笑 いを 浮 べ た木 製 の仮 面 で あ る （写 真

４５）。 他 に ， 皮製 で顔 の左 右 が二 色 に塗 り分 け られ ，太 い赤 い唇 を持 った もの が あ り，

二 心 あ る裏 切 者 のキ レナ イ カ人 の シモ ンを表 わ して い る ら しい （写 真 ４６）。 加 え て ，

鼻 や額 に とか げ ， さそ り，等 を つ け た悪 魔 仮 面 の系 統 の もの もあ る （写 真 ４７）。 これ

らの タ ス トア ン側 につ く一 連 の悪 役 と して ヘ ロ デ王 ， ピ ラ ト， 悪魔 ，盗 人 バ ラバ ， 裏

切 り者 の 犬 の 仮 面 が あ るよ うだが ［ＧＩＬＬＭｏＲＥ　１９８３：１０７－１０８］， セ ッ トで入 手 す る

の は むつ か しそ うで あ る。

　 （８）　 マ タ チ ネ ス の ダ ンス の仮 面

　 中央 か ら北 メキ シ コに分 布 す る芸 能 で あ り， リーダ ー ，王 達 ，音 頭 取 り （ダ ンス が

変 わ る時 を 知 らせ る役），道 化 ，等 の配 役 が あ るが ［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　Ｇｕｔｉ６ｒｒｅｚ　 ｌ９７６：

１９４－１９５］， 当 館 にあ るマ タ チ ネ ス （Ｍ ａｔａｃｈｉｎｅｓ，　Ｍ ａｔｌａｃｈｉｎｅｓ）用仮 面 は何 の 配 役 と

判 定 しが た い 長 鼻 の仮 面 （写 真 ４８） と カ トリン （上 流 の 士 。 後 述 す る） の 仮 面 が あ

り， い ず れ も芸 能 内 の 役 割 が不 明 で あ る。

　 （９） ハ ル デ ィ ネ ロ スの ダ ンス の仮 面

　ハ ル デ ィネ ロス （Ｊａｒｄｉｎｅｒｏｓ） の ダ ンスは ム ー ア人 と キ リス ト教 徒 の王 を リーダ ー

に双 方 ８人 一 組 ，計 １６人 で 踊 り， オ アバ カ州 の サ ン ・バ ル トロ ・コ ヨテ ペ ック　 （Ｓａｎ

写 真 ４７ タ ス トア ンの 悪 魔仮 面 ？　 ハ リス コ州

　 　 　 　サ ンタ ・ク ルス ・デ ・ラス ・ ウ ェ ンタ

　 　 　 　ス ［１３１７８０］

写 真４８ マタチネスの一配役の仮面　 プ

　 　 　 エ ブラ州 　テパ ンコ　［１２６９１８］
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写 真 ４９ ハ ル デ ィネ ロ　 オ アバ カ州 　 サ ン ・バ ル トロ ・コ ヨテ ペ ック

　 　 　 ［１３１８８７，１３１８７５］

Ｂａｒｔｏｌｏ　Ｃｏｙｏｔｅｐｅｃ）と他一 村 で み られ る ［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 ｌ９７６：１２６〕。

元 型 に紙 を は りつ け ， ろ うで堅 めた 仮 面 で ， 配 役 の 地 位 に応 じた冠 をつ けて い る （写

真 ４９）。

　 ハ ル デ ィ ネ ロス に類 似 しｆｃ芸 能 に　 「フ ラ ンス か ら来 た １２人 組 」 （Ｄｏｃｅ　Ｐａｒｅｓ　ｄｅ

Ｆｒａｎｃｉａ） が あ るが ，仮 面 は使 用 さ れ な い こ と が多 い 。

　 （１０）　 アパ ッチ ェの ダ ンス の仮 面 ， その 他

　 この 芸 能 に関 す る情 報 （オ アバ カ 州 と ハ リス コ州 の例 につ いて は ［Ｍ ＯＭＰＲＡＤＥ　ｙ

ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 ｌ９７６：１６４，１７４］， ケ レタ ロ州 の 例 につ い て は ［Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢＩｏ　 １９７８：

１７７］を参 照 ） か らわ か るの は ， 芸 能 と して の定 形 が な く， 仮 面 につ い て の情 報 が な い

こ とで あ る。こ のダ ンス と は別 にプ エ ブ ラ州 ウェホ ツ ィンゴ の カー ニバ ル に アパ ッチ ェ

仮 面 が 出 場 した り して ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：６８，　Ｆｉｇｓ．１６１ａ，１８２］，出 番 の 多 い仮 面 で あ

ろ うと思 わ れ る。 さ らに， 資 料 を え な い と，一 般 化 しに くい 。

　「モ ロ と ク リス テ ィア ノ ス」の ジ ャ ンル に入 る芸 能 の仮 面 は他 に もあ るは ず で （例 え

ば， フ ェル ナ ン ド王 ， モ ロの三Ｅ， 天 使 と悪 魔 の 出 るダ ンス ［Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢｌｏ　 ｌ９７８：

１６６，Ｆｉｇ．１６５］， オ ア バ カ州 フス トラ ワカ の 赤 い チ ロ ロ （Ｃｈｉｌｏｌｏ） の ダ ンス の仮 面

［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ．２７５］），機 会 有 る毎 に少 しつ つ 補 充 して い く とよ い。
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４）　寓意劇，縁起物用仮面

　 「モ ロ と ク リス テ ィ ア ノス」 が カ ト リック教 徒 が ムー ア 人 を 武 力 で 制 圧 す る筋 を 演

じて い るも の な ら，４）の ジ ャンル は 寓 意劇 や縁 起 物 を演 じて 異 教 に対 す る カ ト リ ック

の 優 越 を 表現 した も ので ，次 の 四 つ の ダ ンス が仮 面 を伴 って い る。

　 （１）　 クル ピテ スの ダ ンス の仮 面

　 ミチ ョァ カ ン州 ウル アパ ンの サ ン ・フア ン ・ヌエ ボ村 の ダ ンスの 仮 面 で ， プ エ ブ ラ

州 の サ ンテ ロ仮 面 （教 会 付 属 の彫 刻 師 の つ く る上 質 の 仮 面） に匹 敵 す る彫 りの な め ら

か さ を持 って い る。 御 子 イエ ス を見 失 った サ ン ・ホ セ とマ リア が 山 か ら集 ま っ た人 ，

クル ピ》テ （ＣＵｒｐｉｔｅ タ ラス カ語 で 集 ま る人 を 意 味 す る） の 助 け をか りて 探 し出す 筋

の ダ ンスで あ る。 サ ン ・ホ セの 仮 面 （写 真 ５０） は タ レペ テ ィ とも呼 ば れ， 仮 面 に頭

飾 りをつ け， 手 には 杖 を 持 ち ， そ の上 部 に は ラバ の 頭 部 を 彫 った 飾 りがつ いて い る

［Ｍ ｏｙＡ　ＲｕＢｌｏ　 １９７８：６３，６９］。 マ リア の仮 面 は 当館 に はな い が ， この仮 面 は女 性 の

踊 り手 に被 られ る こ とを 特記 しな くて は な らな い ［Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢＩｏ　 １９７８：６９］。 メ キ

シ コで は 仮面 は た とえ女 性 仮 面 で も男 性 が 使 うの が 原則 で ， こ の ダ ンスの マ リアの仮

面 だ けが何 故 ， 女 性 に使 用 され るの か 理 由 は わ か らな い。

　 山人 クル ピテの 仮 面 （写 真 ５１） は サ ン ・ホ セ や マ リア と同 じ造 りの 仮 面 で ， 表 情

５０真写 サ ン ・ホセ 　 ミチ ョァ カ ン州

サ ン ・フア ン ・ヌェ ボ ［１０８４０８］

写 真 ５１ クル ピテ　 ミチ ョアカ ン州 　 サ

　 　 　 　ン ・フ ア ン ・ヌ ェ ボ 　［１３１８５１］
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だ けが 異 な る。 Ｍ ｏｍ ｐｒａｄ６　ｙ　Ｇｕｔｉ６ｒｒｅｚ の写 真 資 料 ［１９７６：Ｆｉｇｓ・２０１－２０３］ か ら判

断 す る に， クル ピテ に は 男女 の仮 面 が あ る。 ま た ， タ ラス カ （族 ） の仮 面 劇 の 研 究者

Ｅｓｓｅｒ の 資料 ［１９８３：１１８－１１９］ か ら判 断 す る と， クル ピテ の女 の仮 面 は年 末 か ら年

始 にあ る役 職 交代 の折 に演 じ られ る仮 面 劇 の 老 女 役 （マ リンギ ー リャ とか マ リア と称

され る。女 の 意 味） に も使 わ れて い る。

　 （２）　 八 人 の 愚者 ，七 人 の 悪玉 の ダ ンスの 仮 面

　 この 種 の 芸 能 の仮 面 は 当 館 に欠 け て い るが ， 分 類 上 欠 か せ な い ので ， こ こで触 れて

お く。 「八 人 の 愚者 」 （Ｌｏｓ　Ｏ ｃｈｏ　Ｌｏｃｏｓ） の ダ ンスで は， 仮 面 を つ け た神 父 が ま とめ

役 で ， 若 い 娘 ／ 恋人 ， 学生 ／賭 け事 師， 農 夫 また は牧 夫 ／ 医者 ，死 ／ 悪 の 四組 で 八 人

の 仮 面 が 踊 り， 神 父 の合 図 につ れ て ゲ レロ州 特 有 の ソ ネ ッ ト曲 （ｓｏｎ） を幾 つ か披 露

す るの が 余 興 で あ る ［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 ｌ９７６：１９６，２０５；Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢｌｏ

ｌ９７８：１０４］。

　 （３）　 三 つ の魂 の 力 の ダ ンス の 仮面

　 ゲ レロ州 の 芸 能 で ， 魂 と悪 の戦 い を表 現 し，悪 魔 ， 悪 魔 ル シ フ ァ ー， 肉 ，魂 ，記 憶 ，

理 解 ， 自 由意 志 ， 天 使 ， 聖 母 マ リア ，世 界 ，死 （写 真 ５２） が仮 面 をつ けて 現 わ れ る。

抽 象 的 な概 念 が 多 く， これ を 仮 面 に ど う 表現 した か 興 味深 い 。 Ｃｏｒｄｒｙ の写 真 に は

［１９８０：Ｆｉｇ．２９３］， 口を 曲 げ た ピ ン クの罪 の仮 面 の顔 面 の一 方 に茶 色 の 時 間 の顔 ， 他

写 真 ５２ 死 　ゲ レ ロ州　 ［１３９３５１］ 写 真５３ 隠者　 ミチ ョァカ ン州

　 　 　 ［１３９３４６］
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方 に死 （＝骸 骨） の顔 の つ いた 仮 面 が

あ り， 「時 間一 罪 一 死 」 の仮 面 （三 つ

の魂 の 力 （Ｔｒｅｓ　Ｐｏｔｅｎｃｉａｓ） の ダ ンス

用） とあ りジ これ が一 つ の表 現 方 法 で

あ った ら しい 。 この芸 能 の 仮 面 は現 在

入手 しに くい。

写真５４ 隠者　 グアナ フア ト州　 ラギー リャ

　 　　 ［１３９３５６］

　 （４） 牧 人 の ダ ンス の仮 面

　 ミチ ョア カ ン州 の オ ク ミチ ョ （Ｏｃｕ

ｍ ｉｃｈｏ） の例 が よ く知 られ て い るが ，

中央 メ キ シ コと北 メ キ シ コ に分 布 して い る芸 能 （Ｐａｓｔｏｒｅｌａ）で ， 隠者 （ｅｒｍｉｔａｆｉｏ） と

悪 の群 れ が 戦 う筋 で あ る。ミチ ョア カ ン州 の 古 い仮 面 （写 真 ５３） には ，この地 方 の 技

術 の高 さを 思 わ せ るス ム ース な彫 りが み られ るが （クル ピテの 仮 面 と同様 の彫 り），近

年 の隠 者 の 仮 面 は一 般 に彫 りが雑 で あ る （写 真 ５４）。 しか し， ど れ も 長 めの 顔 と長 い

顎 ひ げが 特 徴 で あ る。 他 に ，各 種 の 悪 魔 仮 面 ， マ リンチ ェ仮 面 が 出場 す る ［ＣＯＲＤＲＹ

１９８０：Ｆｉｇ・２５９］。 ま た ， 額 か ら長 い 突 起 の 出 た女 性 仮 面 も 出場 す る と い う こ とで

あ るが ［ＣｏＲＤＲＹ　 １９８０：Ｆｉｇｓ．５６－５７］，何 の配 役 をつ とめ て い るの か わ か らな い。

　 （５） パ ラチ コの ダ ンス の仮 面

　 チ アパ ・デ ・コル ソ （Ｃｈｉａｐａ　ｄｅ　Ｃｏｒｚｏ） 起 源 で ，伝 承 に よ る と ，１８世 紀 の 中 頃 ，

或 る母 親 が 息 子 の病 いの 快 癒 を 聖 セバ ス テ ィア ンに祈 って ，願 が成 就 さ れた 時 に は喜

捨 をす る と約 束 し， 願 が か な え られ る とい う物 語 か ら由来 す る芸 能 で あ る と され て い

る ［Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢＩｏ　 １９７８：６９］。 別 の 文 献 に よ る と ［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ

ｌ９７６：２０５］，１７世 紀 由来 の 物語 で ，喜 捨 の物 語 に も少 し差 が あ る。 ま た ， チ アパ ス州

で 調 査 され た 落 合 一泰 氏 は ， フェ リペ ＩＩＩ世 の王 子 の 誕生 を祝 って踊 られ た のが 起 源 で

あ る， と土 地 の 人 か ら聞 い て お られ る （１９８６年 ５．月２１日の 研 究 会 で の コ メ ン ト）。 も

しや ， フ ェ リペ Ｈ世 で は な くて ， フ ェ リペ ＩＶ世 の王 子 バ ル タ サ ール ・カ ル ロス の誕 生

記 念 の こ とで は な い か ， と私 は思 う。 こ れ は１７世 紀 の こ とで ， この記 念 祝 祭 は ス ペ イ

ンか ら植 民 地 に命 令 さ れ て ，色 々 の場 所 で 祝 わ れ て い るか らで あ る。 いず れ にせ よ，

パ ラチ コの起 源 につ いて は諸 説 あ る こ とが わ か った。

　 パ ラチ コ （Ｐａｒａｃｈｉｃｏ） は 「子 供 の た め に」 とい う こ とで ， （子 供 に 当 た る） 青 年 の

仮 面 はす べ す べ した ， プ ロの仮 面 師 の 手 にな る もので ，古 い もの に は塗 色 され た 目が

つ い て い るが ，近 年 の も の は ガ ラス 玉 が 入 って い る （写 真 ５５）。 イ ス トレ （竜 舌 蘭 か
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写 真 ５５ パ ラチ コ　 チ アパ ス 州 　 ア ル

　 　 　 バ ロ ・オ ブ レゴ ン　 ［１２６９１２］

写 真５６ パ ラチ コの牛 　チ ァパ ス州

　 　 　 サ ンタ ・マ リア ・デ ・ラス ・

　 　 　 ガ ル サ ス　 ［１０８４６５］

らと った 繊 維 ） の 頭 飾 りをつ け （ス ペ イ ン人 の 髪 の 色 を 表 わ して い る， と さ れて い る。

［Ｍ ｏＭＰＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩＥＲＲＥｚ　 １９７６：２０５］）， 種 々の色 の リボ ンがつ け られて い る。

　 な お ，パ ラチ コの青 年 の仮 面 は カ ラ ラ ー （鹿 ） の ダ ンス で カ ラ ラー 役 の 男 も 顔 に

被 る （腰 に は鹿 の 頭部 の形 を つ け て い る）。 １９４０年 頃 ま で ， カ ラ ラー は 山 の神 を表 現

した仮 面 を被 って いた ら しいが ， い つ の 頃 か パ ラチ コ の 仮 面 に 替 え ら れ た ら し い

［Ｍ ｏＭｐＲＡＤＥ　ｙ　ＧｕＴＩ危ＲＲＥｚ　 Ｉ９７６：１２３－１２４］。

　 パ ラチ コの ダ ンスを 統 率 す るパ トロ ンの仮 面 は大 人 の表 情 を して い る。

　 リボ ンを つ けた イ ス トレの頭 飾 りを つ けた 雄 牛 の 仮 面 （写 真 ５６）もパ ラ チ コの ダ ン

ス に 出 る。 役 割 につ い て は資 料 が な い 。

５）　 カーニバ ル仮面

　ベラクルスやイダルゴ州の仮面は笑いを含んだもの （写真 ５７）や動物仮面が多い。

造りは一様に雑である。

　 トラスカラ州の仮面は木製でガラスの目の入ったサンテロ仮面で，やはり笑い顔に

な って い る （写 真 ５８）。

　 プ ェ ブ ラ州 ウ ェホ ツ ィ ン ゴの カ ー ニ

バ ル仮 面 は種 類 が 多 い 。 カ ーニ バ ル が

時代 祭 りの様 相 を持 って お り， 配 役 が

多 く， そ れ だ け仮 面 も多 くな るわ けで

あ る。 ま ず ， 仏 軍 兵 士 （写 真 ５９） や

ス ア ボ （仏 軍 内 の ア ル ジ ェ リア人 庸 兵 ）

（写 真 ６０） の 仮 面 が あ る。仏 軍 兵士 は

皮 製 で ， 口 ひ げが つ い て い るが ， ス ア

写真５７ カーニバル仮面　ベラクルス州 　イ

　 　 　 ーゴ　［１０８４３８］
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写真 ５８ カーニバル仮面　 トラスカラ州

　 　 　　ウェホツィ ンゴ 　［１０８４３２］

　 　 　 、　　㍉　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七㍉

写 真５９ フランス兵　 トラスカ ラ州　 ウェホ

　 　 　 ツィンゴ 　［１３２４１８］

写 真 ６０ ス ア ボ （仏軍 内 の アル ジ ェ リア人 庸 兵 ） トラス カ ラ州　 ウ ェホ

　 　　 　 ツイ ンゴ 　［１３２２２９，１３２４１６］

ボ ほ ど 目立 た な い 。 ス ア ボ の 内， 右 は皮 製 ，左 は木 製 で あ るが ，いず れ も頬 ひげ の 大 き

さが 目立 つ 。これ らの仮 面 は見 分 け易 い例 で あ るが ，分 類 しに くい場 合 も あ る 。入 手 し

て い な い が ， メ キ シ コ兵 （ｚａｐａｄｏｒｅｓ） の皮 製 仮面 もあ り，フ ラ ンス兵 ，ス ア ボ， メ キ

シ コ兵 の三 者 に似 た ものが 多 く， 文 献 資 料 ［ＳＡＬＭＥＲ６Ｎ　ｙ　ＨｏＲＧＡｓｌＴＡｓ　 １９７４：Ｆｉｇｓ．

６０４－６１４］ と仮 面 に つ い て い る資 料 と に矛 盾 の あ る こ とが多 い。 この 三 役 に加 え ， ア
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写 真 ６１ チ ネ ロ　 モ レロ ス州 　 テ ポ ス ト

　 　 　 ラ ン 　［１３１８４９］

写 真 ６２ チ ャパ イ ェカ　 ソノ ラ， シ ナ ロ

　 　 　 　 ア 州 　マ ヨ （族 ）　［１３２５７１］

ス テ カ，　 トル コ人 ， サ カ ポア シ ュ トラの人 （Ｚａｃａｐｏａｘｔｌａ プ エ ブ ラ州 の 山地 の村 の

名 ）， 山の 人 （ｓｅｒｒａｎｏ），黒 人 の仮 面 が 出場 す るが ， 未 だ 本 館 で は入 手 して い な い。

　 モ レロス州 の テ ポス トラ ンの カ ー ニバ ル 仮 面 は金 網 を は った チ ネ ロ （ｃｈｉｎｅｌｏ） （写

真 ６１） で あ るが ，起 源 は不 明 で あ る ［Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢＩｏ　 １９７８：９０］。 モ レ ロス州 で は チ

ネ ロ に は 「異 教 徒 」 の 意 味 が あ り， ム ー ア人 と関 連 が あ る と考 え られ る。 また ， ヨー

ロ ッパ の道 化 ピン チ ネ ロ（ｐｉｎｃｈｉｎｅｌｏ）との 関 連 を 説 く人 もい る［ＩＮＧＨＡＭ　 １９８６：１２８］。

　 チ アパ ス州 の カ ーニ バ ル 仮 面 に はチ ェナ ロ ー， ウイ ス タ ン， ベ ネ ス テ ィア ー ノ ・カ

ラ ンサの もの が あ るが ［ＩＮｓＴＩＴｕＴｏ　ＤＥ　ＬＡ　ＡＲＴＥｓＡＮＩＡ　ＣＨＩＡＰＡＮＥｃＡ　ｎ．ｄ．］， ど れ も

本 館 に は欠 落 して い る。

６）　復活祭用の仮面

　 １）一 （１）と重 複 す るの で ， そ こで 触 れ な か った もの の み記 す こ とにす る。

　 ヤ キ （族 ） や マ ヨ （族 ） の復 活 祭 に組 織 され る チ ャパ イ ェカ ム （Ｃｈａｐａｙｃｋａｍ）の

仮 面 に は革 製 の ヘル メ ッ ト仮 面 に角 が つ けて あ る もの ［ＣｏＲＤＲＹ　ｌ９８０：Ｆｉｇ．７１］， 毛

皮 に 目を く り抜 いた 仮 面 （写 真 ６２） の 二 種 あ る。 ま た ， 最 近 で は木 製 仮 面 も出 て き

た ［ＬｕＴＥｓ　 ｌ９８３：Ｐｌａｔｅ　ｌ　３］。 １）一 （１）で 既 にの べ た コ ー ラの動 物 仮 面 と同 様 ， チ ャ

パ イ ェ カ ム仮 面 は儀 礼 が 終 る と焼 か れ て い た。
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灘

　 写真６３ ペニテ ンテ （悔悟す る人）　 サ　　　 写真６４ チ ャン トロ （祈願者）　 イダル

　 　 　 　 　 ン ・ルイス ・ポ トシー州 　タ ン　　 　　　 　　ゴ州 　テネハパ 　［１２６９１５］

　 　 　 　 　 バ ラス 　［１０８４６９］

　 Ｃｏｒｄｒｙ ［１９８０：Ｆｉｇ．９８］ は百 人 隊 長 の 仮 面 を あ げ て ， １８－ １９世 紀 の 作 品 と判 断 し

て い る。 現 在 ， この種 の仮 面 は仮 面 の マ ーケ ッ トに出 て こな い。

　 民 族 誌 や 仮 面 につ いて い る雑 多 な 資 料 か ら判 断 す る と，復 活 祭 の 時 期 に は色 々な芸

能 が 演 じ られ て お り， 色 々な 仮 面 が 活躍 して い る と思 わ れ る。 例 え ば ， ペ ニ テ ンス

（悔 悟） の ダ ンス の仮 面 な どが あ る （写 真 ６３）。

　 ７）　 万 霊 節 用 の 仮 面 　 　 　 チ ャ ン ト ロ

　 万 霊 節 に村 人 が 各 家 を め ぐ って祭 壇 の供 物 を 下 げ る習慣 が あ る が ， これ に ちな ん で

あ るの が ワス テ カ地 域 に多 い チ ャ ン トロ（Ｃｈａｎｔｏｌｏ，　Ｘ ａｎｔｏｌｏ）の仮 面 で あ る［ＯＧＡｚｏＮ

ｌ９８１：１７］。 各 家 を訪 問 す る人 が仮 面 を被 るの か ， 仮 面 を つ け た人 が踊 るのか ， よ く

わ か らな い が ， 仮 面 に添 付 され た 資 料 に は 「祈 願 者 の踊 りに使 用 」， とだ け記 さ れ て

い る。

　 民 族 誌 で は ， 死 して 先祖 とな った 老人 達 が供 物 を下 げ に くる， と され て お り， チ ャ

ン トロの仮 面 に は深 い搬 が彫 りこん で あ る （写 真 ６４）。

　 ８） 死 の 仮 面

　「八人の愚人」，特に 「三つの魂の力」のダンスに出場する死の仮面が多い。他にも，
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色 々な祭 りの場 に 出 て， 道 化 役 を 演 じる。 ま た ，都 会 の イ ヴ ェ ン トに 出 る こ と も多 い 。

９）　道 化 仮 面

　 種 々の 芸 能 に出 て 道 化 役 と同 時 に 見 物人 の 整理 係 りを務 め るの は悪 魔 仮 面 ， 死 の 仮

面 ， そ れ と道 化 専 門 の 仮 面 で あ る。 前二 者 に と って は ，道 化 の役 は仮 面 の 副 的 機 能 で

あ る。

　 道 化 専 用 の 仮 面 には バ ル トロ （Ｂａｒｔｏｌｏ）， ウ ェ ウ ェ （Ｈ ｕｅｈｕｅ老 人 ）， ウ ィ シュ キ ト

リス （Ｈｕｉｘｑｕｉｔｌｉｓ）の 三 種 が あ る。

　 バ ル トロ は 目鼻 立 ちの は っ き り した 西 洋 風 の 顔 の道 化 で （写 真 ６５）， 牧 人 の ダ ンス

に 出 る こ とが 多 い ［ＯＧＡｚｏＮ　 ｌ９８１：１５］。

　 最 も一般 的 な道 化 仮 面 は ウ ェ ウ ェで （写 真 ６６）， ビエ ホ （Ｖｉｅｊｏ 老人 ） と呼 ばれ て

い る例 も あ る。 ミチ ョア カ ン州 の タ ラス カ （族 ） に特 有 な ビ エ ホ仮 面 （写 真 ６７）は火

の 神 か ら由 来 す る もの とさ れ ， タ ップ ・ダ ン ス （ｚａｐａｔｅａｄｏ）の リズ ムに乗 って踊 る。

　 老人 の 特 徴 を持 った仮 面 の分 布 は広 い。 私 の いた ミへ （族 ） の村 ア ユ トラで は ア ブ

エ ロ （Ａｂｕｅｌｏ 祖 父 ） と呼 ば れ ，黒 光 り の した ， うす 笑 い を うか べ た ウ ェ ウ ェ型 の

仮 面 で ， ネ グ リー トス の ダ ンス （Ｌｏｓ　Ｎｅｇｒｉｔｏｓ）の道 化 役 を つ とめ た （［ＢＥＡＬｓ　 ｌ９４５：

Ｐｌａｔｅ　９］に仮 面 の写 真 あ り）。 ミへや サ ポテ カの ビエ ホ が メ キ シ コや トラス カラの ウェ

ウ ェ と関連 が あ る ， とい う研 究 者 が 居 るが ［ＢＲＩｃＫＥＲ　 Ｉ９７３：２０１，２０５］， ミへ の村 に

は上 記 の ア ユ トラ村 の よ う に， いか に も ウ ェ ウ ェ らし き もの と，動 物 的様 相 を そ な え

た ウ ェ ンチ ェ ス （Ｈｕｅｎｃｈｅｓ）が あ る。例 と して は ミへの 村 チ チ カス テペ ックの 仮 面 が

写 真 ６５ バ ル トロ（道 化 ）　 ミチ

　　　　 ョア カ ン州 　 ［１３９３６８］

写 真 ６６　 ウ ェ ウ ェ（道 化 ）　 プ エ

　 　 ブ ラ州 　ラ ・フ ンタ ・ポ

　 　 サ・ラル ガ　 ［１３２４９５］

写 真 ６７ 老人 　 ミチ ョァカ ン州

　 　 ［１３９３５７］
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写真６８　 ウェンチェスのダ ンス　 オアバ カ州　 ミへ （族）　 チチカステペ ック

弩

写 真 ６９ 老 “ウ ィ ンチ ェス”　 オ ア バ カ州 　 サ ポ テ カ （族 ）　 ［１３１８７０］

あ り，鼻 と 口の 部分 が盛 り上 った 動 物 らし き仮 面 で あ る （写 真 ６８）。 この ウ ェ ンチ ェス

は サ ポ テ カの村 ヤ ラ ラグ の ウェ ンチ ェス の ダ ンス の仮 面 を真 似 た もの ， と ミへ の村 で

は言 わ れ て い るが ， この説 は的 を え て い る らし く， サ ポ テ カの ウ ェ ン チ ェス の 仮面 が

や は り動 物 的様 相 を呈 して い る ことで あ る （写 真 ６９）。 また ， プエ ブ ラ州 山 地 の村 の

ウ ェ ウ ェ仮 面 は鼻 か ら口の 部 分 が 盛 り上 った 動 物 ら しき も の で あ り （写 真 ７０）， ミへ

の ウ ェ ン チ ェス （写 真 ６８） に極 め て よ く似 て い る。例 が少 な く，判 断 が む つ か し く，

ウ ェ ンチ ェス 仮面 を ウ ェ ウ ェ と， ど う関 連 づ け て い け るか 問題 が残 る。

　 ウ ェ ウ ェ， ビエ オ ， ア ブ エ ロ と名づ け られ た 老人 の仮 面 は始 源 の 世 界 と関 わ りが あ

る らし く，一 年 の節 目をつ け る儀 礼 や 祭 り にた ち現 わ れ る。 チ アパ ス 州 の ツ ォ ッ ィル

（族 ）の村 シナ カ ンタ ンで は一 月 の聖 セバ ス テ ィア ン祭 に役 職 交 代 の儀 礼 が あ り， ア ブ

ェ ロ （ａｂｕｅｌｏ 老 人 ） とア ブ エ ラ （ａｂｕｃｌａ 老 女 ）の仮 面 を つ け た 役 が大 活 躍 す る ［ブ リ

ッカ ー １９８６：２章］。 また ， ミチ ョア カ ン州 の タ ラス カ （族 ） の問 で年 末 か ら年始 に
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写 真 ７０　 ウ ェウ ェ　 ブ エ ブ ラ州 　 ラ ・フ

　 　 　 　ンタ・ポサ ・ラルガ 　 ［１３２４９６］

写 真 ７１ “ウ ェス キセ レス”（道 化 ） ゲ レ

　 　 　 ロ州 　トラ コテ ペ ック ［１３９３６２］

行 わ れ る役 職 交 代 の儀 礼 に も ア ブ エ ロ とア ブ エ ラの仮 面 が 出場 す る ［ＥＳＳＥＲ　 ｌ９８３］。

　 ウェ ウェ ほ ど一 般 的 で はな く，分 布 もゲ レ ロ州 や 中央 メ キ シ コに限 られ て い る の が

ウ ィ シュ キ ト リス （Ｈｕｉｘｑｕｉｔｌｉｓ） （写 真 ７１）で あ る。これ が道 化 で あ る こと は Ｏｇａｚｏｎ

によ り指摘 され ［１９８１：１５］，ＳｅｐＵｌｖｅｄａ　Ｈｅｒｒｅｒａは ウェ イ キ ス トリ （Ｈｕｅｙｑｕｉｓｔｌｉ） と

表 記 し， トラ コ ロ レ ロス ， テ ク ア ニ， そ れ と カ ーニ バ ル の ダ ンス に 出場 す る と して い

る ［ＳＥＰｔｈＬｖＥＤＡ　ＨＥＲＲＥＲＡ　ｌ　９８２：Ｆｉｇｓ・３０，４０，４４。 これ らは 写真 ７１に類 似 して い る］。

この指 摘 の よ うに トラ コ ロ レ ロスの ダ ンス に登 場 す るた め か ， 仮 面 に添 付 され た資 料

に混 乱 が 起 こ って い る。 とか げ が顔 面 に つ い た 農 民 の トラ コ ロ レ ロ風 仮 面 （１）一 （６）

参 照） に ウ ィ シュ キ ト リス と い う資 料 名 が つ いて い る仮 面 が あ り　 （購 入 手 配 中）， こ

れ が実 際 に は トラ コロ レロな の か ウ ィ シ ュ キ ト リス な の か不 明で あ る。 この 例 か らわ

か るよ うに ， ウ ィ シ ュ キ トリス には 不 明 な 点 が 多 く， これ か ら資 料 の点 数 が 増 え れ ば，

少 しは見 通 しが つ くだ ろ う。 ウ ェ ウ ェ と異 な り， ウ ィ シュ キ ト リス仮 面 の 由来 につ い

て も一 切 資 料 が な い 。

１０）　 フ ィエスタ に附随 す る仮 面

芸能そのものでなく，フィエスタの前触れや楽器の役目を果たす仮面がある。

第一に，フィエスタの前触れ役の被る四足獣動物の腰骨を仮面にしたもの ［ＣＯＲＤＲＹ
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１９８０：Ｆｉｇ．１５６］ が あ るＱ

　 第 二 に，　 ラスパ ドール （ｒａｓｐａｄｏｒ 削 るの意 味） の 仮 面 で ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ．

２６７］， 長 い 鼻 に横 の筋 が 削 って あ って ， そ の部 分 を こす る と音 が 出 る。

　 第 三 の例 も楽 器 の役 目 を果 たす 仮 面 で ，下 部 に人 面 がつ き， そ の 上 に彙 が 乗 って い

る背 の高 い仮 面 で ［ＣｏＲＤＲＹ　 ｌ９８０：Ｆｉｇ．５０ユ， 時 折 ，踊 り手 が 頭 上 に 乗 せ る だ けで ，

臭 の 翼 に彫 り こま れ た筋 に木 の棒 を 走 らせ て音 を 出す のが 主 目的 の 仮 面 で あ る。

　 こ の種 の 「仮 面 」 は現在 で は極 め て数 少 な く しか 存 在 して い な い と思 わ れ る。

１１） 風俗，職業に関わ る芸能の仮面

資料が少ないが，民俗社会の人 々が行 った社会批判の一端が読みとれる例がある。

　 （１）　 カ ト リン （上 流 の士 ） の仮 面 ， マ リ ンギ ー リャ　（白人 女 性 ） の 仮 面

Ｍ ｏｙａ　Ｒｕｂｉｏ に よ る と ＬＩ９７８：９７］， 力 トリンの仮 面 は 仏 干 渉 戦 争 時 の 上 流 社 会 を

パ ロデ ィー化 した ダ ンス に用 い られ ， プ エ ブ ラ州 や トラス カ ラ州 か ら発 生 した と さ れ

て い る。 と ころ が 当館 所 蔵 の カ トリン仮面 （写 真 ７２） の 殆 ど は マ タ チ ネ ス のダ ンス

用 と記 さ れ て い る。 また ， 別 の カ トリン （写 真 ７３） は蛇 の ダ ンス （トラス カ ラ州 の

サ ンタ ・ア ナ ・パ パ ロ トラ村 の ダ ンス。 詳 細 は ［Ｍ ｏＹＡ　ＲｕＢＩｏ　 １９７８：７０，　Ｆｉｇ．６８］

参照 ） の若 い男 役 にな る。 だ か ら， カ ト リン仮 面 は複 数 の ダ ンス に 登 場 す る とい え

写 真 ７２　 カ ト リン （上 流 の 士 ） プ エ ブ ラ

　 　 　 グ・卜ｉ　　［１０８３５３］

写 真 ７３ カ ト リン （上 流 の 士 ） トラス カ

　 　 　 　ラ州 サ ンタ ・ア ナ ・パ パ ロ ト

　 　 　 ラ ［１３９３５８］
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よ う。

　 白人 女 性 の 仮 面 （写 真 ７４）は マ リン

ギ ー リャ （女 とい う意 味） で ， 色 々な

ダ ンス に 出 るが ， 目鼻 立 ちの は っ き り

して い るこ と， 頬 と唇 に紅 が 強 くさ し

て あ る こ とが 特 徴 で あ る。 化 粧 を しな

い土 着 民 の 目 に白人 女 性 とは こ の よ う

に映 った の だ ろ う。

（２）　 マ ヌ エ レスの ダ ンスの 仮 面

写 真 ７４ マ リンギ ー リャ （白人 女 性 ） オ ァバ カ

　 　 　 州 　 ［１０８４１４］

　 この ダ ンス に は不 明 な 点 が あ り， 仮 面 の判 定 に も疑 問 が 残 る。 Ｃｏｒｄｒｙ ［１９８０：Ｆｉｇ・

３０５］ と Ｏｇａｚｏｎ ［１９８１：２１］ に よ る と， マ ヌ エ レス （Ｍ ａｎｕｅｌｅｓ） は恋 をめ ぐる家 族

劇 で ， 若 者 と婚 約者 ， 若 者 を愛 す る娘 ， 家 族 の人 々 の 仮 面 が 出 る。 一 方 ， Ｍ ｏｙａ

Ｒｕｂｉｏ に よ る と ［１９７８：ｇｏ］， イ ンデ ィヘ ナ に対 して 横 暴 に振 舞 う ス ペ イ ン系 の 夫 婦

を風 刺 した ダ ンス で あ る とい う こ とで ，老 人 と老 女 の仮 面 が 出 て ，貧 欲 な表 情 で ， 老

人 の 口 か らは くわ え タ バ コが はみ 出 て い る。 この 説 明 をつ けて お りな が ら， Ｍ ｏｙａ

Ｒｕｂｉｏ は Ｃｏｒｄｒｙ の説 明 に合 う 家族 の 仮 面 を も載 せ て い る ［１９７８：Ｆｉｇｓ．８３－８４］。

Ｍ ｏｙａ　Ｒｕｂｉｏ の マ ヌ ェ レス の説 明 は他 人 の文 献 に頼 って い るの で ， 上 の 矛 盾 を 説 明

しきれ て い な い 。

　 最 近 ，民 博 が 購 入 した 研 究 用 フ ィル ムに ゲ レ ロ州 テ ィ シ ュ トラの フ ィエ ス タ を扱 っ

た もの が あ り （１９８５年 ， 永 田収 氏 撮 影）， そ の 中 に マ ヌ エ レス のダ ンスが み られ る。

男 女 の仮 面 と， その 動 きか ら， こ のマ ヌ エ レス は Ｃｏｒｄｒｙ と Ｏｇａｚｏｎ の い う恋 物語

ら しい。 と ころが ，永 田氏 の 情 報 によ る と， この ダ ンス を見 て い る村 人 （？） の 仮 面

に くわ え タバ コの もの が あ った ， とい う こ とで あ る。

写 真 ７５ マ ヌ エ レスの ダ ンス の恋 人 役 の 娘 （左 ）， 娘 の 母 （右 ）？　 ゲ レ ロ州　 ［１０８３７９，１０８３８６］
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写 真 ７６ マ ヌ エ レ　 ゲ レ ロ州 　 （左 ） チ チ ク ァル コ， （右 ） 地 名 不 明

　 　 　 　 ［１０８３７８，１０８３７４］

　上記のような不明な点や矛盾を反映 して，当館のマヌエレスにも家族の仮面 （写真

７５） とくわえタバコの男の仮面 （写真 ７６）の両方がある。

　 （３）　 黒 人 の ダ ンスの 仮 面 ：黒 人 フ ア ン とパ ニ ョル （ス ペ イ ン人 ） の 仮 面 を含 む

　 こ のダ ンス に も二 様 の解 釈 が あ る。 Ｗ ａｒｍａｎ ［１９７２：１５７］は， 踊 り手 が 二列 に なっ

て 棒 を打 ち合 う こ とか ら，敵 と味方 の戦 う 「モ ロ と ク リス テ ィア ノ ス」 の部 分 的 表 現

で あ ろ う， と考 え て い る。 一 方 ， Ｍ ｏｍｐｒａｄ６　ｙ　Ｇｕｔｉ６ｒｒｅｚ［１９７６：２０６ユに よ る と，こ

の ダ ンス は初 期 の 植 民 地 時代 に起 源 が あ り， イ ンデ ィヘ ナが エ ン コメ ンデ ロに税 を 払

写真７７　 ロス ・ネグ リー トス（黒人）のダ ンス　 オ ァバカ州　 ミへ（族）

　　　　アユ トラ
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う折 に踊 られ ，女 （Ｍ ａｒｉｎｇｕｉｌｌａ）の 仮

面 が 出場 し，手 に した 蛇 で 黒 人 を 打 つ

場 面 もあ る， と い う。

　 仮 面 資 料 と分 布 か ら見 て 後 者 の 筋 は

ベ ラク ル ス州 の資 料 に合 い， 他 地 域 の

黒 人 仮 面 に は Ｗ ａｒｍ ａｎ の説 明 が 当 た

って い る。 私 が フ ィール ドと した ミへ

の村 で も黒 人 の ダ ンス （Ｌｏｓ　Ｎｅｇｒｉｔｏｓ）

は 黒 い仮 面 が二 列 に並 ん で 踊 る戦 闘 の

写 真 ７８ ネ グ リー ト （黒人 ） オ アバ カ州

　　　　　 ［１０８４１５］

ダ ンスで あ った （写 真 ７７）。 この ダ ンス に は地 方 毎 に異 な った 演 出 が あ るが ，黒 か濃

茶 の 仮 面 （写 真 ７８） で あ る こと は何 処 で も 同 じで あ る。

　 黒人 の仮 面 とは別 の黒 人 フア ン （Ｊｕａｎ　Ｎｅｇｒｏ） と 白人 パ ニ ョル （Ｐａｆｉｏ１ エ スパ ニ

ョル の 略 で ， ス ペ イ ン人 の 意味 ） の仮 面 が ゼ ッ トで （写 真 ７９） ベ ラク ル ス州 と イダ

ル ゴ州 に み られ る。 フア ンが娘 に恋 す るが ， 主 人 の パ ニ ョル に横 取 りさ れ る とい う筋

で あ るが ［Ｏ ＧＡｚｏＮ　 ｌ９８１：２１］， 仮 面 は両 方 共 ， 黒 人 の ダ ンス 用 とさ れ て い るか

ら，Ｍ ｏｍｐｒａｄ６　ｙ　Ｇｕｔｉ６ｒｒｅｚ の説 明 して い た方 の 黒 人 の ダ ンス の一 部 を演 じ る仮 面

な の か も しれ な い 。 黒人 フア ン とパ ニ ョル 仮 面 が抽 象 化 され た もの もあ る （写 真 ８０）。

　 ま た ， 「黒 人 の ダ ンスに 出 場 す る王様 用」 と記 され た 黒 と 白の 仮 面 もあ るが （写 真

８１）， この 役 割 に つ い て は一 切 資 料 が な い。

写 真 ７９ （左 ）黒 人 フ ア ン， （右 ）パ ニ ョル （ス ペ イ ン人 ） ベ ラ クル ス州

　 　 　 ナ ラ ンハ ス 　 ［１０８４５２，１０８４５３］
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　（４）　牛飼い，大工の仮面

　牛を呼ぶため口をとがらせている牛飼いの

仮面や上流の紳士カ トリンと似た大工の仮面

がメキシコに広く分布 しているが，当館は未

だ入手 していない。

１２）　 芸 能 名 が 不 明 な 仮 面

　 モ ヒー カ （Ｍ （）ｊｉｃａ）の ダ ンスの 仮 面 と され

て い る もの が あ るが （写 真 ８２）， この ダ ンス

に つ い て は情 報 は え られな い。

　 そ の他 ， テ ィベ リオ （Ｔｉｂｅｒｉｏ＝Ｃ６ｓａｒ）の

仮 面 と記 入 さ れ た もの も用 途 が 不 明 で あ る。

３． 結 び に か えて

　　　　 仮面の将来について

写 真 ８０ （左）黒 人 フ ァ ン， （右 ）パ ニ ョル

　 　 　 　 （ス ペ イ ン人 ） ベ ラクル ス 州

　 　 　 ナ ラ ンハ ス 　［１０８４５５，１０８４５６］

　 分 類 は あ くま で分 類 で あ って ，項 目間 の 境 界 には 流動 性 が必 ず あ る。 例 え ば， 上 記

の 分 類 で ， １） の （２） の動 物 ， 虫 ， 魚 ，等 アニ ミス テ ィ ックな 世 界 を 表 現 す る仮 面

や （３）の悪 魔 仮 面 は ３）以 降 の数 々の ダ ンス や フ ィエ ス タ に端 役 と して 頻 繁 に登 場 す

る。 ま た ， １） の 分 類 の 仮 面 そ の もの が 登場 しな くて も， １） の 分 類 に属 す る仮 面 の 特

写 真 ８１ 黒 人 のダ ンス の王 ？　 プェ ブ ラ州 　 チチ キ ー ラ　 ［１３９３６４，１３９３６３］
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徴 で あ る アニ ミス テ ィ ッ クな土 着 の象

徴 は ３） 以 降 の分 類 の仮 面 に も適 用 さ

れ る。 例 え ば ， マ リンチ ェ仮 面 に とか

げが つ け られ た り， ア ル チ ャ レオ の古

い 仮 面 に は虎 や 鷲 の 象 徴 が つ け られ た

り， タ ス トア ネス の 仮 面 の 一 つ の 種類

に は， とか げ や 蛇 が つ け られ ， いず れ

も魔 性 や 魔 力 を 表 現 して い る。 そ の よ

うな わ けで ， １） の 分 類 の ア ニ ミ ス

写真８２　モ ヒーカ ？　 ベ ラクルス州　ワステ

　 　 　 カ （族） ［１２６９２０］

ティックな仮面や象徴はメキシコの芸能には遍在的な存在であるといえる。

　アニミスティックな仮面が或る種の芸能に強烈に出て きたり （例えば，虎ダンス），

カ トリックの教えを伝える芸能にも （例えば， 牧人のダンス， 「モロとクリスティァ

ノス」のダ ンス）見え隠れすることが，民俗カ トリックの芸能の楽 しさと解放性をか

もし出す大きな要因になっているだろう。その雰囲気を伝えるためには，具体的に一

つの芸能を詳 しく紹介するしか方法がないので，別の機会に譲りたい。

　さて，本稿で紹介したような数々の仮面は何時まで存続 しうるだろうか。 Ｃｏｒｄｒｙ

は名著 ｒメキシコの仮面』［１９８０］の序文で， 仮面製作の盛時は過ぎた， といってい

るが，確かに，彼が収集 した１９３０－６０年代が良質の仮面に出会える時期であったろう。

その頃は未だ民俗文化が豊かに息づいていた時代であったか らである。それに比べて，

１９７０－一一８０年代には仮面は存続の危機に立たされている。

　例えば，私が居た ミへの村々ではダンス用の仮面は～揃え しかなく，教会の控え室

に大切に保管されていた。そうかと思 うと，アユ トラ村のアブエロ （老人）の仮面は

役者個人が自分の家に置いていた。 これらの木製の仮面は先進文明圏の山地サポテカ

の村ヤララグで買ってきたものだということであったが，１９７０年代半ばには，ヤララ

グに出かけても仮面を入手できなくなっていた。だから， トラウィ トルテペック村で

は， 老人のダンスの仮面がなくなった折， 補充できず， 神父がメキシコ・シティで

買ってきたゴム製のマスクを踊 り手がつけるようになって しまった。この例のように，

伝統芸能用の仮面は容易に手に入 らず，保存 しなければ村か ら消える運命にある。ま

た，大きな博物館や個人が仮面のコレクションを始めると，国際的な仮面のマーケット

が出来上り，間接的ではあっても村か ら仮面を買収する結果になりかねない。

　村 に欠けた仮面が補充されても，聖人像と同様で，新 しいものは画一的で粗雑にな

りがちである。それにくらべて，仮面製作の一定の技術水準が保たれ易いのは教会に
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祭具を納めるサンテロの作るものであろう。プエブラ州や トラスカラ州の場合，サン

テロは教会からくる祭具の注文で生活が成 り立ち，プロの彫 り師の手で仮面を作れる

か らである。

　植民地時代由来のダ ンス用の仮面の製作は下火である一方，新 しい仮面の製作もみ

られる。一つは観光客やコレクターを意識 しての仮面作 りで，旧 くか らある仮面をモ

デルにして作るが，仮面はダンスに使われるわけではないので，被れない装飾用の仮

面ができ上る。本館でも，何点かの仮面に 「装飾用」 という注意書きが必要になって

いる。ゲ レロ州のイグアラには本物のダンス用仮面に似せて仮面を製作する工房があ

るとのことで ［ＪＡｃｏＢｓｏＮ　ａｎｄ　ＦＲｉＴｚ　ｌ９８５：１４］，いわゆる偽物が国際的に出まわっ

てくる原因の一つにもなっている。この種の仮面がコレクションにまぎれこむと，真

蟹の見分けがつきにくく，仮面の分類がますます困難になって くる。

　新 しい仮面の製作といっても，上記のような偽物の製作ではな く，新 しい作品を売

り物 として作る例もある。 ウィチョルの作るビーズをはりつけた装飾用仮面 （写真

８３）がその例である。 このような 「観光客向け芸術」（ｔｏｕｒｉｓｔ　ａｒｔ）［ＧＲＡＢｕＲＮ　ｌ　９７６］

は買い手に左右されて粗悪になりがちであるが，その混乱のなかか ら幾つか魅力的な

作品が出てこないとはいえない。

　上記のような新 しい流れがあると同時に，以前からの仮面も生き続けている。ゲ レ

ロ州のオ リナラーのラッカー漆りの虎仮面は今 も作 られ，周辺 の村々でも使われて

い る。 ま た ， ミチ ョア カ ン州 の村 々 に は仮 面 作

りの 伝 統 が 生 きつ づ け ， オ ア バ カ州 のハ ミル テ

ペ ック地 方 で も少 数 の製 作 者 が地 方 色 豊 か な仮

面 をつ くり続 けて い る。 ま た， チ アパ ス州 で は

パ ラチ コ仮 面 を作 る工 房 が あ る。 この よ うに ，

仮 面 製 作 の 拠 点 が メ キ シ コ全 土 に散 在 して い る

の が現 状 で ， 今 しば ら くは 仮 面 製 作 の エネ ル

ギ ー が続 くだ ろ う。

写真８３ 装 飾用仮面　 ウ ィチ ョル （族）

　 　 　 ［１３１７３８］

　最後に，仮面を分類 している過程でわかって

きた現存の所蔵品に欠けている仮面を本稿の番

号順に挙げておく （「　」はダンス名）。

　 １）一（２）　 こうもり仮面

　　　（６） 屠殺者 （ｒａｓｔｒｅｒｏ）の仮面で口が大
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　 　 　 　 　 き く曲 った もの

　 　 　 　 　 　 鹿 の仮 面

　 　 　 　 　 　 老 人 ・老 女 の 仮 面

　 　 　 　 　 　 犬 （Ｍ ａｒａｖｉｌｌａ）の 仮 面

　 　 　 　 　 　 医 者 の仮 面 （以 上 ， 虎 ダ ンス 用）

　 ２）　 ヤカ テ ク ト リ （Ｙａｃａｔｅｃｕｈｔｌｉ）

　 　 　 サ ク 。ホ ル （Ｓａｋ－Ｈｏｌ）

　 ３）　 鷲 の戦 士 の仮 面

　 　 　 ジ ャガ ー の戦 士 の仮 面

　 　 　 マ リンチ ェの仮 面

　 　 　 セ ニ ョール （御 主） の 仮 面 （ミチ ョァ カ ン州 ナ ラ ンホ村 ）

　 　 　 アパ ッチ ェの仮 面

　 ４）　 「クル ピテ 」 の マ リア の仮 面

　 　 　 　 「三 っ の 魂 の力 」 の仮 面

　 　 　 　 「八 人 の 愚 人 」 の セ ッ トに な った仮 面

　 　 　 天使 の仮 面

　 　 　 　 「パ ラチ コ」 の パ トロ ンの仮 面

　 ５）　 ウ ェホ ッ ィ ンゴ の カ ー ニバ ル 仮 面

　 　 　 　 ア ス テ カ

　 　 　 　 山 の人 （Ｓｅｒｒａｎｏ）

　 　 　 　 サ カ ポ ア シ ュ トラ （Ｚａｃａｐｏａｘｔｌａ 村 の人 ）

　 　 　 　 サパ ドール （Ｚａｐａｄｏｒメ キ シ コ軍 人 ）

　 　 　 　 黒 人 （Ｎｅｇｒｏ）

　 　 　 　 トル コ人 （Ｔｕｒｃｏ）

　 　 　 チ ア パ ス州 の カ ー ニ バ ル仮 面

　 　 　 　 ウイ ス タ ン村

　 　 　 　 ベ ヌス テ ィア ー ノ ・カ ラ ンサ村

　 　 　 　 チ ェナ ロー村

　 ９）　 ウ ェ ウ ェ， ウ ィ シ ュキ ト リス の道 化 仮 面 を増 や す

　 １１）　 牛 飼 い ，大 工 の仮 面

　 地 方 別 に い う と， チ アパ ス州 の 資 料 を 収 集 す る必要 が あ る。 ユ カ タ ン半 島 には ほ と

ん ど仮 面 が な い様 子 で あ る。 ま た ， グア ナ フア トの紙 製 の仮 面 の よ う に手 軽 に使 わ れ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １７１
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る仮面も収集した方がよい。

　仮面収集の基礎的段階は過ぎたが，これから，きめ細かく欠落 している仮面や新し

い作品を集めてい くと，メキシコのフィエスタをにぎわす仮面の全体像が見えて くる

だろう。
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